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はじめに

看護基礎教育の充実に向け、看護教員の質の向上は最も重要な課題の一つである。看護

教員の養成においては、専任教員や教務主任の要件の1つとなっている看護教員に関する

講習会が重要な役割を果たしている。本ガイドラインは、都道府県等が実施する専任教員

養成講習会及び教務主任養成講習会の質の平準化と向上を目指して作成されだものである。

ガイドライン検討の経緯としては、 「看護基礎教育のあり方に関する懇談会論点整理」

(平成20年7月〉及び「看護の質の向上と確保に関する検討会J中間とりまとめ(平成21

年3月〉において示された看護教員にかかる課題と方策について具体的に検討するため、平

成21年5月より「今後の看護教員のあり方に関する検討会」が開催され、平成22年2月に

報告書がとりまとめられたところである。看護教員養成講習会については、その質の確保・

向上のため、教育目標、教育内容、受講者や講習会の評価を含めだガイドラインを早急に

作成することが必要であ否とされた。

そこで、旧看護課看護研修研究センターにおいて、看護教員賛成にかかる教育課程と運

営の考え方について検討を重ね、まだ平成21年度厚生労働科学研究費補関金による分担研

究 r~看護教員養成講習会』における看護教員養成の現状と課題」の成果ち踏まえ、専任
教員養成講習会及び教務主任養成講習会ガイドライツを作成した。

平成23年度以降、厚生労働省が認定する専任教員養成講習会及び教務主任養成講習会は、

「看護教員に関する講習会の実施要領についてJ(平成22年4月5日医政局長通知、平成

25年2月22日一部改正〕において、本ガイドラインに沿って実施するものとされている。

また、専任教員養成講習会については、職務を離れて受講することが難しい等の課題か

ら、平成23年度に reラーニングを導入した看護師等養成所の専任教員養成講習会の実施
方法に関する検討会」を関催し、刻果的な実施方法や適用科目等を桟討した。この報告書

を踏まえ、平成25年度から専任教員賛成講習会の一部科目に eラ一二ングを導入するた

め、本ガイドラインを一部改正した。



第1部専任教員養成講習会

1.専l任教員養成における基本的な考え方

1 .専任教員養成の意義

グローバル化する社会における生活ニーズの多懐化、保健医療福祉システムの複雑化の

中で、人々の健康への要請が高まっている。社会的要請に応える上で、看護職の役割拡大

が求められ、質の高い看護ケアが提供できる看護職の育成に苅する国民の期待は大きし1。

看護職育成の基盤である看護基礎教育課程において、専任教員は、社会的要請と最新の

医療・看護の知見を教材研究し、基礎となる教育内容を精選する必要がある。学生の多様

化の中で、個々の学生を理解し、学生が学習内容を理解できるように教育方法を駆使しな

がら系統的に復業を創りだすことが求められる。

そこで、看護師等養成所において看護教育を行う上で、社会の変化に苅応する教育実践

を創造できる能力を育成する教育課程として、専任教員養成講習会を設けるものである。

質の高い教育実践を創造する専任教員を養成することは、看護教育の質の向上につながり、

ひいては質の高い看護ケアに対する社会的要請に応えることになる。

2.専任教員賛成の位置づけ

専任教員養成は、看護専門職の基盤である「看護基礎教育課程」を履修後に看護職とし

て5年以上業務に従事した上で、専任教員としての基礎的能力を培う課程である。

3.専任教員養成の理怠

専任教員賛成の主眼は、「看護教育における教育実践を創造できる能力」を育成するこ

とである。そのためには看護実践力を基盤にし、看護観と教育観に裏付けされだ看護教育

実践力、広い視野と豊かな人間性、創造力を養う必要がある。このような専任教員を育成

するためには、理論から実践、実践から理論という「理論と実践を往還する教育」が必要

である。

4.専任教員養成における基本方針

1)専任教員に求められるちの

0専任教員は看護実践力に裏侍けされだ教育活動を実践でさることが重要である。そのた
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めには、まずは自らの看護実践を内省し、改めて看護実践の意味を深<探求することが求

められる。

0専任教員は、学生の理解が成立する陵業を展開できる能力が第一義に求められる。その

ためにも学生の知を理解できる力を身につけることが重要である。

0また学生が自ら課題に取り組み、よ'り広く深く学習するように、学生の能力に応じた段

階的な指導方法や指導技術の工夫を身につける必要がある。さらに身につけた教育方法を

個人や集団に合わせて使用することが求められる。

0ただ単に講義や領地実習指導を行うのではなく、意図的かつ計画的に指導を行うことが

重要である。指導案作成においては、教育内容とその教育方法の考え方を自らが明確にす

るものであることを認識する必要がある。

0一方、実施した教育活動の指導過程における学生との関わり方や指導結果に対する評価

を行い、次の教育活動に活かしていく実践力も求められる。

0専任教員には、専門職としての自律性、創造性、協働性が求められる。その能力を育成

するためには、省察的実践者としての専門家教育が必要である。省察的実践者としての専

門教育は、理論と実践の往還、いわゆる経験から学び、理論と実践の統合をはかる方法を

とることが必要である。

2)本ガイドラインの活用に関する考え方

0専任教員養成終了時の到達目標については、受講生の学習指針としてち活用し、受講生

自らが課題を見いだし、解決の方向性を明確にするものとして活用する。

0時代や社会の動向に対応した看護実践力に裏{寸けられた専任教員の養成のだめには、教

育課程を常に検討していく必要がある。

0本教育課程は、弾力のある運用可能な教育課程であることから、これまで培ってきた受

講者の学習の蓄積を考慮するものとする。

0専任教員養成の運用に関しては、、受講生が目的を達成するための企画・実施を行い、受

講生の達成度、満足度からプログラムを評価し、次のプログラム企画に反映する。

1I.専任教員養成における教育課程

1 .教育目的・目標の者え方

看護軍究員には、社会の変化、学生を取り巻く環境の変化を的確に捉え、教育実践を創造

できる能力が求められる。そのためには、 『看護教育の基盤となる能力sW看護教育の展

開能力sW看護教育実践の中で研鎖する能力』が必要である。その能力を講習会終了時に
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到達しうる目標として、 「学生のレディネスに応じた授業を工夫して展開する能力を養

うJ I学校組織の一員として連携して教育環境を調整する能力を養うJ I看護教員の責務

を白覚し、学生の個性を尊重して苅応する能力を養うJ I自ら研鐙し看護教育を追究する

能力を震う」を位置づける。教育目的は看護教員として創造的に活動し得る能力を啓発す

ることとする。

1)教育目的

看護教育に必要な知識・技術を習得し、看護教員として創造的に活動し得る能力を啓発

する。

2)教育目標

(1)学生のレディネスに応じた擾業を工夫して展開する能力を養う。

(2)学校組織の一員とレて連携して教育環境を調整する能力を養う。

(3)看護教員の責務を自覚し、学生の個性を尊重して対応する能力を養う。

(4)自ら研鎖し看護教育を追究する能力を養う。

3)講習会終了時の到達巴標

看護教員の「教育実践力」とその教育内容による学習をとおして獲得する能力を到達目

標に位置づけた。つまり『看護教育の基盤となる能力~ w看護教育の展開能力~ w看護教

育実践の中で研鎖する能力』とその教育内容を学んだ結果として発現する「講習会終了時

における看護教員としての基礎的能力を反映した行動 (performance釦))Jを、講習

会終了時の到達目標に位置づける〈表1:12ページ〕。

例えば、表1に示す「看護及び看護教育現象を分析し、看護学・看護教育学を探究する

能力」と、表2に示す教育内容f研究プロセスJの理解、 「文献検索」の意義と方法、

「研究論文の読解と研究結果の活用」による学習経験をとおして、実際的な教育活動にお

ける統合的な行動 (performance)として「専門領域の内容に関する教材研究において、

テキスト・資料の内容を批判的に検討できる。」が発現すると者える。つまり、受講生は

研究の教育内容「文献検討の方法や文献クリティークの方法」の理解のために文献検索の

体験やクリティークの実際の体験をする。その学習体験をとおして、 「テキスト・資料の

内容を批判的に検討できる。」という能力を獲得する。そのだめに「講習会終了時におけ

る看護教員としての基礎的能力を反映した行動 (performance)Jを到達目標として位

置づけた。

j主1 performance 

ここでいう performanceとは、看護教員としての感青・思考・判断を伴った実際的

な教育活動における統合的な行動である。
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2.看護教員の「教育実践力」を育成するための教育内容

1) r教育実践力」と教育内容の関係
教育課程は「能力」と「内容」により構成される。本教育課程においては『看護教育の

基盤となる能力~ ~看護教育の展開能力~ ~看護教育実践の中で研鐙する能力』を養うた

めにi必要な教育内容が、 [看護教育に関する内容】 【看護学に関する内容】 [研究】であ

る(図1)。

[看護教育に関する内容]

看護教育学

看護紋蕎黒星

看護数寄ヨ法

看護紋奇寅習

毒襲庸咽

[看護学に関する内容】

看護学校経営

図1 看護教員の「教育実践力」と教育内容の関係

具体的には、表1に示すように、 『看護教育の基盤となる能力』とは、看護教員の責務

を自覚し、学生の個性を尊重して対応する能力である。その下位能力に「看護教員の基本

的責務J r看護教育における倫理的実践J r看護学生との援問的人間関係」がある。 r看

護教員の基本的責務」とは、看護教員として果だすべき責務を理解するとともに、果たす
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ことのできる業務範囲を認識できる能力、自分の専門的判断と行為に関する説明責任を果

たすことのできる能力、学習の成果とさらに深めたい課題ついて十分な情報を説明できる

能力である。 I重量護教育における倫理的実践」とは、看護教育における倫理について理解

し、教育実践できる能力、看護学生の尊厳や人権を擁護するとともに、意思決定を支える

援助ができる能力である。 I看護学生との援朗的関係」とは、相互理解を基本とした援助

関係を形成できる能力、学生の生活背景や価値・信条、文化を理解する能力である。

これらの能力を養うために必要な教育内容は、表2(13ページ〉に示す<看護教育に

おける教師の役割と求められる資質><看護教育における倫理><学校管理における教員

のf胡><成長発達に伴う学習者のI~'理><学習者の個と集団の理解>などである。

『看護教育の展開能力~ w看護教育実践の中で研鎖する能力』においても同様な考え方

である。さらにこの内容を能力が養われる方法で教育課程を構成していく必要がある。

2)教育内容の区分とその下位内容

教育内容の区分は専門分野とその専門分野を支持する基礎分野、教育分野、その他〈関

連分野)に区分する。その区分の下位内容は以下に示す。まだ受講生のこれまでの看護実

践や教育の経験を考慮し、選択科目をおく。

(1)専門分野の考え方

[看護教育に関する内容]

①侵業を構成し、実践する能力を養うための内容

②実践した教育を評価できる能力を養うための内容

@教育内容を編成する能力を養うための内容

④教員として、学校の組織運営に主体的にかかわる能力を養うための内容

⑤看護教員としてのあり方を考え、追求し、高等教育における教師観・教育観を明

確にできるようにするだめの内容

【看護学に関する内容]

①教育内容の核l白となる看護学の理解と自己の看護観を深めるための内容

[研究に関する内容]

①研究の考え方を教育活動に活用し、また学生の看護研究を指導できるための内容

(2)基礎・教育分野の考え方

①教員としてのものの見方、考え方を広めるだめの内容

②教育学に関する内容

③教育の対象である学生の理解を深めるだめの内容

-6 -



(3)その他(関連分野〉

①叙育内容全体に幅や深さを持たせるための内容

(4)選択科目の考え方

選択科目は、受講生のこれまでの看護実践や教育の経験を考慮し、学習内容の重複が

ないように、また学習内容に幅や深さを持たせる内容とする。

3.教育内容の構造

(表3:15ページ).図2:14ページ)

教育内容の構造は、 「看護教育に関する内容」および「看護学に関する内容」を中核と

して構成する。

1) r看護教育に関する内容」

①浸業を構成し、実践する能力を養うだめの内容

「看護教育方法論J r看護教育方法演習J r教育実習」をおく。特に重視する内容は、

学生の学習内容に刻する理解を成立させる浸業設計としての指導案を立案する内容である。

そのためには学習者の理解が第一義となる。さらに学習者との双方向的な擾業実践を展開

する上で、授業技術の確かさが追究できるように「模擬援業」を行う。

教育実習においては、講義、臨地実習指導を体験し、実践的な教育方法を学ISi。そして

実施した教育活動をとおして教育方法の評価を行い、看護教員としての自己の課題を明確

にする。また講義、臨地実習指導を実践することにより、自己を振り返り、さらに研鎖を

励む動機づけが得られるととちに、教師としての責任の重大さに気づく機会とする。

ここでは倒として浸業を構成し、実践する能力を養うための「看護教育方法演習」を示

す(例1)。また教育実践の体験から自らの課題に気づき、解決方法を見いだす「教育実

習」の例も示す(倒2)。

t2:実践した教育を評価できるための内容

「看護教育評価論Jr看護教育評価演習注2Jをおく。 r看護教育評価論」は、評定と評

価の遣いや形成的評価の意味を理解し、看護学生に対する指導と評価の一体化が図れると

とちに、目標と内容および方法の一貫性を学ぶことを重視する。

「看護教育評価演習Jでは、看護教育に重要な看護技術評価に着目する。看護技術の評

価規準と評価基準を作成し、その評価方法を実際に体験することにより、看護学生に苅す

る指導と評価の一体化の理解を深めることをねらいとする。

注2 看護教育評価演習の方法

「看護教育評価演習」はあくまでも評価規準、評価基準を作成し、評価内容の明確化
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を図るとともに、評価方法を実際に体験することにより、評価と指導の一体化の理解を

深めることを学15ioその方法として、看護教育の中核である「看護技術」を用いる。

例えば、基礎看護技術の「技術演習」における評価規準、評価基準を作成し、実際に

学生の技術演習揚面を想定して評価の実際を行う。その評価を基に、次の指導の内容と

方涯を考える。同様に統合分野の看護技術の総合的な評価において評価規準、評価基準

を作成し、実際に学生の技術演習場面を想定して評価の実際を行い、次への指導につな

げる方法をとることち可能である。

《主教育内容を編成する能力を養う疋めの内容

「看護教育課程論J I看護教育課程演習」をおく。 I看護教育課程論」では、看護教育

課程編成の考え方の理解を中山に学ぶことねらいとしている。平成21年以降の保健師朗

産師看護師学校養成所指定規則の改正において新たに位置づけられた統合分野における教

育内容とその方法の理解ち学15io

「看護教育課程演習」では平成8年以降の保助看学校養成所指定規則の改正において、

科目の指定ではなく教育内容が示され、各学校養成所による主体的教育課程編成が求めら

れていることから、創造的に教育内容を考えて編成する力を養うことをねらいとする。

④教員として、学校の組織運営に主体的に関わる能力を養うための内容

「看護学校管理」をおく。 I看護学校管理」は、学校管理の基本的な考え方および看護

師等養成所の組織運営と教員の役割を理解することをねらいとする。

⑤看護教員としてのあり方を追究し、高等教育における教師観・教育観を明確にするた

めの内容

「看護教育論」の歴史的変遷を踏まえ、看護教育のあり方を理解するためには「看護教

育制度」をお<;:0 I看護教育論」は、看護教育を行う上での核ともいうべき教育観、人間

観に関わる教育内容で看護教員の養成の根底をなすものであり、看護教育への関山を高め、

教育理怠の意味を理解し、教育観の土台となる教育内容として位置づける。

2) I看護学に関する内容」

教育内容の核lωとなる看護学の理解と自己の看護観を深めるために「看護論J I看護論
演習J I専門領域別看護論Jr専門領域別看護論演習jの4つの内容から構成する。

①「看護論J I看護論演習J

看護自市教育を行う基礎として、看護の概怠と自己の看護観を明確にすることをねらいと

している。
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②「専門領域別看護論」

国際看護、災害看護、医療安全、看護管理、在宅看護の最新の知見および概要とその繕

築を知ることをねらいとしている。

③「専門領域別看護論演習」は

各受講生の専門領域における教育内容とその方法を理解し、その領域における課題を明

確にすることをねらいとしている。

これらの陶容は、いずれも看護学における教育内容を追究していくためのものとして位

置づける。

3) r学生の看護研究の指導ができるだめの内容」
「看護研究の指導ができるための内容」には、 「研究方法」をおく。 r研究方法」は、

看護教育における研究の意義を理解し、研究の指導方法を学ぶことをねらいとして設定す

る。文献をクリテイカルに読解できる力を麓うことを重視し、講習会の早い時期に文献活

用とクリティークを入れ、全ての浸業に波及できるようにすることが望ましい。

4) r教育学に関する内容」
「看護教育」に関する内容を支えるための内容として位置づける。教育学に関する内容に

は、「教育原理Jr教育I~\理学Jr教育評価Jr教育方法Jをおく。

5) r看護教育の基態となる内容」
「看護教育Jr看護学Jに関する内容を支えるための内容として位置づける。主な内容に、

論理的思者に関する内容、学生の理解と学生と教員及び学生聞の関係形成に関する内容を

おく。

6)その他

教育内容全体に幅や深さを持たせるための内容として位置づける。その主な内容は、社

会の理解を深める内容、リーダーシッブ理論やその活用を学ぶ内容等をおく。

4.教育方法の工夫

教員の資質として、主体的に学習する姿勢を基盤に持ち、自らの考えに確かな根拠を持

つことが重要である。そのために、単に新しい知識を教授することだけではなく、自らが

教育の意味や看護の専門性を深く探求していけるように、演習形態の擾業を多く設定する。

演習で教育実践の体験活動をとおして学1:5(内容は、 「擾業の観察J r講義、領地実習の
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看護ケア揚面の指導、カンファレンス」などがあげられる。

5.教育評価の考え方

評価は、知識や技能の到達度を的確に評価することにとどまることなく、自ら学i5¥意欲

や思考力、判断力、表現力などの能力もさめた学習の到達を評価じていくことが重要であ

る。そこで従来の目標分析による到達度評価ではなく、評価対象者の学ぶ意欲や思考力、

判断力などの学習をとおして獲得した能力に着目した評価が必要である。それに加えて自

己学習力の向上をも考慮した評価が必要である。

前述したように、学習をとおして獲得した能力を評価!こするために、看護教員に求めら

れる「教育実践力」の構成要素である『看護教育の基盤となる能力~ ~看護教育の展開能

力~ ~看護教育実践の中で研鎖する能力』とその教育内容を学んだ結果として発現する

「講習会終了時における看護教員としての基礎的能力を反映した行動 (performanc

e) Jを評価目標とした。

この評価方注は、 15tlえば、表1に示す到達目標 i7.学生が立てた学習計画を尊重しな

がら、助言している。 Jの場合は、教育実習における臨地実習指導揚面で受講生の指導を

観察する、もしくは実習記録、指導後の振り返り内容などから評価できる。

まだこれらの到達自標は、受講生の学習指針として活用し、受講生自らが自己の課題を

見いだし、解決の方向性を明確にするものである。

各;受業科目の評価においては、受講生がこれから教育実践を行う上で、伺が到達し、伺

が課題であるかを明確にすることが重要である。そのために特に専門分野における科目に

ついては、終了後に総括評価を行うことが望ましい。

今回は「教育実習」における評価表を例示する(例2の表8:26ページ〕。

6.単位・時間数の考え方

単位・時間数の考え方は、大学設置基準の考え方に準ずる。

7.保健師養成所における専任教員の養成に関する教育内容

(表4:17ページ〕

1)奮護教育課程における保健師教育課程の教育内容

保健師教育課程概論では、保健師教育課程が編成できる基礎的理論を学ぶ。また保健自市

教育課程演習は、看護師等賛成所の運営に関する指導要領についての別表「教育の基本的

考え方、留意点等」を反映した実践教育課程の編成を試みて、保健部教育課程のあり方及

び編成のプロセスを学1，5¥0
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なお、保健師教育課程概論は、看護教育課程論45時間のうち 10時間をあてる。保健

師教育課程演習においては、看護教育課程演習の60時間をあてる。

2)看護教育演習における専門領域に関する教育内容

看護教育演習のうち「専門領域別看護論演習Jは、保健師としての専門領域である地域看

護学の理解を深め、自らの地域看護観を明確にする「地域看護論演習Jr専門領域別看護論

演習」を設定する。

8.助産師養成所における専任教員の養成に関する教育内容
(表5:17ページ〉

1)看護教育課程における朗産師教育課程の教育内容

助産自市教育課程概論では、朗産師教育課程が編成できる基礎的理論を学ぶ。また助産師

教育課程演習は、看護師等養成所の運営に関する指導要領についての別表「教育の基本的

考え方、留意点等」を反映した実践教育課程の編成を試みて、朗産師教育課程のあり方及

び編成のプロセスを学ぶ。

なお、助産師教育課程概論は、看護教育課程論45時間のうち iO時間をあてる。問産

師教育課程演習においては、看護教育課程演習の60時間をあてる。

2)看護教育演習における専門領域に関する教育内容

看護教育演習のうち「専門領域別看護論演習」は、助産師としての専門領域である朗産

学の理解を深め、自らの助産観を明確にする「朗産論演習Jr専門領域別看護論演習jを設定

する。
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表 1 看護教員の毅育実践力と講習会終了時の到達目標

能力 下位貧，;(J 霊祭 i高官室終了時の到量目僚
喧i型組員として果た宮ベ吉賓穏を理解するととちに、聾 1椙唱の晶ζして、力IJ:l;=:tラb.唖宮について抱負詣挽で尭冨9る出聾世がわ
1だすことので吉革築沼田困苦闘臨T吉る能力 卦る，

Z白自で分きの専る門能的忠判臨む行為!こ閲する説明賛{壬奇襲疋すこと 2 自己由醤鑓融資位却する苦立方を理脇田に明確{ごし学生l己官官ことがで芭る。
I A置責題務担奥田甚家的

E唖書宵亘事

3宇説砲醤ので庇き畢昌能とさ力らに深拍疋い課題について+設な伺絡を 3 弘はこれ'/J'ら割師という仕事にやりがい苦見出し現り組んでい17る.

4 白岩田役割在果疋宮よで由限界吾、毘僚昂るいは閲席雷}己説明で寄る.

5 自分白書勘舟匂学生12D:ぼす影躍を自覚レて、買佳ある行動がとれる.
由
基 1晋橿穀宵!こおける倫理につMて理解し、叙胃実践で宰吾 6 顎師とUて知り1暫定学宰の淘人摺報苦他所で話題巴し珪いようlこ苛動宮る.
盛と B 置情理置貌的実宵践におする

鑑力

な書館
E唾支tえ質事昌圭彊の闘豪が華厳で吉や人る程能在力嬢I!するととそ玉巴、 軍惹決定在 7 学生tf'立て疋学習計薗苦尊盟しながら、泊雷レて旧る.

カ 1椙互理解苦基本とレ.Jf，.且酷聞慌を形成官き苔能泊 自慢畢で陸、学主It，意見や要望在l動乱畳J:t入れ吾ような関わりがで吉吾@

巴曹曲埠人宇間圭関係との盟関 Z学生の生活宵毘やE控室信葺.文{むを護鰐す苔能力 9 学生出国性をつに切ζし.同局の成車に庫Uて刻時でき吾

10学る生よのう相巴側間!むこ1応ろラじ奇と想官ιるはfd:Tf;lに話苦隠吉、学生が自分自気持ち吾本置で!i!世

。雷教護育教的育判に断iIS、ける 1 醤のi曲量学霊位生白、升宇習λ状方況出吾の妥卸箆当性に分吾析判断・里で親吉るし、能誼力盲泊介入 11222E皇室員忌碧?車砲や挫のケア提供による彫躍を見直凪酬の
12 苦イ手生ドでが、ケ?ケ7を7の患改者白菖点状態菅{タご合イわミせYてグ安よ全<RにB室言胞寸で居場寄でるよきるう.に、 E聖書町ベッドサ

13溜量となる学生田技量却拙綬駿苦えおを捉え、授篠田到軍医啄却設定でさ
る.

14自己申畢掛観と毅育践を躍を支えた曹相研究在レ、?彊省建砲容苦IS出できる.

1'5 綬銭的寄吾中間自f曹とレて‘鵠理陸自あ畠順序で.~到できる.

T 情実習E25部建2?仏壇請に蝉聾なケ河世田実富欄在韓して、
指;jI

坦学哩 172場実習方市自畳掃程を宮理沢由できするる.尼崎に、!I!曹の状況と苦手車由毘習障駿吾苦慮して、提面指

主 18保力鐘り師キ事コラ置田4込所町指持定簡規を尉)lJ!'べと比る較こ疋と量してが高、官所遺目自授品省.担を安E割は、 製有罪習を行つE鍵出所由
由
レ 1軍国学生由連鶴田成立の疋副こ摂援歪む密で琶る能泊 19gdh校上ま品た課は題、在毅買稽出突す富乙苦と任がでつ疋言量る成ぶ前田宮 膏の硯状在分祈し、刀リキコう
ヲイF E軍な指農紋開宵由計画曲
ネ

2唖盗宇生の反応に匝じて授裟吾冨践で吉る能IJ 201畳2撃では、宇宝の皮耳五苦捉えながら、教持'割異在理示し脱闘できる，

E Z 21授均?撲でで芭弘は、発簡や}普耳、 KRi略報吾用Mて学生田怠書在促し、理解由容の確認
由に

置 2主学訴追生渉が方唖を現l~のu，Iで~II\芭にる。ついて研究曲暗度でi皇求できるよう仁、文献の模索万語や
奮官報主
E U 

叙甫 23学イ生ドでがケ‘7日7在一理ル昔モ白デ状ル踏琶に吉ねぜて安全に突施で害者ょうι、理者のベッドサ
国 示すこむ力?でき畠.

展
実

24学生と患者自関係を据えて、唖者輔掴師関陣臨成の視点から調盟由自盟怯が刊昌

開能お
;(J 眠で毒事.

25宇主に時騒の躍り彊り苦慌し、電極として睡眠づけられるように尭濁できる.

26学Y習Z内在容運ゐ営淵できむしる.ていくようにめトブダイナミヲス苦闘して、加フナi
27捜揖自揮の直属CついτのE平協詰濯をj置l置に豊かす」とtsできる.

F担宵提践的評価 1 実施し詑叡宵在評価・悟正てきる臨力
28掲漕過穏吾振り返り、用い疋教材や描!!l技師について‘祖茜点在見出すことが
で琶る.

日創造的教書活動の
推進

1人々と協働レて、学習のL司在作り出せ昌能泊 29人々の協刀在時て、認胃活動置新疋に害えだすこと'/J守吉吾.

2 H叡宵倒閣広お吋る 1顕在的活琵的なリスヲ革在明日力、むレ、起こり摺畠布陣 <10空害襲習え活ら動れ町る中.で起こりうるリスヲ苦予測レ、田援を予防する疋的自却芦田法が
事E 指俄官l里

放の防止と発生に苅iioで幸る.

調謹能l1宵と貴唱
i 毅チ宵ーぬ組閣連携広甜11畠 銀首システム吾盤解レ、 冒よ堕境でう学にき利生る用が能組司力続能的E人部4果鴎的情立穀報

31 誕の問地実時習在類におえるいてこ、と学がで習がき促る進。するように、実曹に由里程瑚oi¥'や実習指草書と

1 膏在活在用到しす、る安こと語1体)'で制吉在る閥
日聾に応じて路地軍曹のj鵠賛同純音と由連叫崎町でi力穀

膏1与
きる，

制 J教育組織の管理 1毅訪問膏組し鋸、として、閣の高し¥l:いI宵く費能訟忠ができるよう乞聾務 33自封が担当している鍵務自容を閤僚にi5L<，居毘在Ji<由る出聾往がわかる.
の モニタリングし主

E 1晋盟及び署捜裂宵現患を分析レ、醤撞学苗揖叙商学官
探究する能力

34専門領ほの出番E路する毅材研究巴謂いて、テキスト・担割由昭容を批判的こ
雷 K専問世田階上

2唾こ説と教が育で由き役る割能力在社会的事認が曙られるように衰弱宮る
検討で窒る.

事l宵軍主

し晋瞳誼青白闘のE事 軍盟実包自らi哩た知I.!iや冒担毅宵研究由民票吾;吾掃し a密健在臨じE自己がでの諒きる胃漫。践吾11m盟り、その軍部こついての軒た草鼓膏的理
B力E銭実白 価と理器 1て、晋i葺穀宵吾E虫歯し、設宵由蝿吾向上させていく能力 解在見出すこと

36専門額出白晋誼学研究田動問を氾躍しも追求し疋いア}マを見出すζとがで吉
中

る.
で

路搭宇ぶさ'せ向こ、上とへ芭自の分せて到自皐いi出在(鹿モチページョン〉 とエネ)"'l'ーを在経寵研 M担師芋琶 1 り返り、専門E置としての能力 37置盟諮問として自己出a;り万琶湖寝し、諜簡を見出すことができる.
1す闘 くm:~tJ

38 専門領依田富田実践忠苦高由る定め己実話8聞な由富こ閉する初陣吾続11てい
る くζと古町きる。

主呈""描Z語主主t佳盟茸ι誼lLl:盟盟¥A;館主主slJ，遅且由1にf5¥A?墨田:l:s圃 f主室葺ー主宰J;llij虫白血由i!Oi.哩盟主量宮自主毘T，.t'{/'oq
仕."，向工コ~.咽間話回，，'山 1. :e陣m剖寵宜..，.師号事1/7"1.¥ど判的"'"君事自白官官『ア甘・2右前7雷揖2
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主程調官内容

書準教員の教育実践力と講習会終了絡における型Ji童包僚と主な教育内容

語習会担7聞におヲ吾~~嘩自保

可韓民意ZYて、刀リキ口地曾について叙蝿血で鱈首脳
Z自己(j)軍服製胃に珂する替えおを理踊白巴明確こい君主に示ヌすことが
でるι

3，私はこれがら車問という{主事にやりがいを見出レ.lIJ<刀組んでいけ巷.

下位由能力

表2

龍プコ

覇騒叡宵に昂{ヲ吾器師由役割と求められる』蝿.z闘員と日畢だすべき関投括由嗣
担割宵E串廿苔倫理

.繋製自EE32島田倒
ー由畏先遣I~f'半う学習雷白白壁
‘学習置の圃と集団由理解
・字自曹と親臨叩椙E理解
・青年期である学阜の価画観や信条・文化
学習置との相互理解苦垣本としたi量朗関係壱形成

!こしないよう)ご百6 叙乱--、
する.

7 学生が立て尼学習計画圭尊置しながら、助言レてL¥る.

A 醤撞誼員白基本曲賞務

置
協
調
設
膏
の

E
富
と
な
る
能
力

B醤III誼胃にお11る倫理
曲実践

否車事宅5吾で彊蚕でiφ
るヨ

9 掌室町個性差穴切応レ町隠ノマ白成畏!こ応じて苅庖できるc雷滋学生との揖酪曲人
間関匪

16詑評議寵認許諾?に腹なりや宇生由実宮糊苦雪

17 lli留目|在理障する泥めに、患者自状況と宇告の提習体駿苦苦慮レ
て、実習昨宮導崎f容を選Jで吉吾，

18埠暗堕喧直属所信定規制と出眠レi、自校E安定'"割宵寓留を?ラっ疋
畳間1所司幻リキコラム同時閣を珪べることガむできる.

け9自担まlel<l:，事実湾事豊富在1'i:，1e盤町支所由橿瞳毅青白現世巷卦祈レ、力
E措調融湾の計図曲な贋| リキヨラム上の牒聞を見絹すことがでをるら
開 120野では、宇生町民応雄元な問、醐酬明示は胸でき

21 l~輯では、尭や掲示、 KR情緒吾用いて学生白忠曹を但し、農解円
容由砲紹t:J町ぎる

22空手車が晋祖国現劇こついて研究鈎酷置で追求で吉るように文岡田様
索方法や腕み方苦酒場で芭毒5.
23学生がケ7'在患者自状態に古口世主宜主に実施できるように、患喝由
ベッドサイドで‘ローJLモデル在百すことができる.

24型車と串 田閲冊吾捉えて、患者ー哲瞳師関陣形成田視点目ら調盟白必
聖位が判断できる.

25宇隼に体騒の照り返り苦促しへ曙損として愚暗コけられるようC罪問
でき吾.

26字宮内容が深化していくようにとブルーゴダイナミヲスを活閉して、力
ンファレシス吾週営で君る.

福嶋田帽由選既につ"ての』平面詰馬主福事官

1 

電
挙
E 

Z 
畢iに
1I1由

宵1iE.
のi教
展|宵
開|翼
能|霞
力|力

E 

できる，

28 提言~過程苦海り返り、周 L\1é製材争指i理揖聞について、国苗点在貝出
すことがで章吾.

129人勺の国刀在開て、担育活闘を街疋に替えだすことがFで芭る。
G創造的誤育活動的唯遮

F担宵富践の評価

醤
凪
鮫
宵
実
践
回
中
で
研
一

損
す
る
館
お

ワ支予言亨扇じご菅

L醤損害虫宵由闘の評価と 13'
改普

昨2直EiE聞に制抑
制叙i

議11E提出に耐るチー
憾とし

刀乳製宵組織の官謹

K専門性白血上

38専問領l置の岳盟実諸方在高出吾E由に、実話的珪自害に閉する闇揮を
踊1，ていくことBヤE吉る.

一i3

M擢輯学習



看護教育に関する内容

授業を構成し、実践する 実践した教育を評価で 教育内容を編成する能力 教師として、学校の組
看護学に関する内容 能力を養うための内容 きる能力を養う疋めの を震うだめの内容 織運営に主体的にかか

内容 わ内容る能力を養ラだめの
教育内容の核となる

「「看看護護教教育育方方法法論演」習」 「「看看護護教教育育課課程程論演習」」看護学の理解と自己
「看護教育育評価価演論」習

の看護観を深めるだ 一 「看護教育実習」 「看護教評 「看護学校管理」
めの内容 」

「看看護護論論」
「 演習」

看護教教育観師とレてのすあり方めを「看追の護求内教容し育、論高」等教育における教師観・
「専門領域別護別 を明確にるた
看論」

「専門領域
4 

4込
看護論演習」 看護教育のあり方を社会の変イじを踏まえて理解し、追究する

ための内容
「看護教育制度」

教育学に関する内容 看護教育の基礎に関する内容

教育「「教教の育育基原山本理理を」学理」解するための内容
教師とレてのものの見方、蓄え方を深め広めるため
の内容
論情理的思考対や応表現力を養力うための内容

「教教育育方法」 報化に あレ得る学る能 を重うための内た容
「 評価」 教育の対象で 生の理解をし深ためるめの内容

学習者との相E理解だを基の本内と 援助関係を形成で
きる能力を養うめ 容

図2 教育内容の構造

ーーー専門分野
一一一基礎分野・教育分野
一日町・その他(関連分野〕

研究に関する内容

研活究動のに者え方を教授
活用し、かっ

一 学導生がでの看き護る研た究めのの指内
一白
「研究方法」



表3 教育内容一覧

く基礎分野〉 看護教員として必要な基礎知識を学15t
主主育内容

看護教育の基盤

目標

ものの見方や菩え方在広

げ、教育の対象である学習

蓄の理解を深める.

な書え方在学び、看護学全体

の構造在理解する。

題業科目

く授業科目の倒〉

論理学

哲学

情報科学

倫理学、生命倫理

青年山理学、社会山理学

人間関係論

比較文化論、文他人類学

等

時間数 単位数

60 4 

15 -

主な内室

く教育内容〉

-論理的思考と表現力在費うための内容

-ちのの見方や認識について理解するための内容

情報化仁対応し得る能力在費う定めの内容

-膏年期である学生の価値観や信条文化在理解するだめの

内容

-学習者との相E理解在基本とした援問関係在形成できる能
力を麓うための内容

-叙宵の目的

・教育の歴史

・教育の内容〈教育内寄と教育課程〉

.教育制度

-学習者の固別的理解

評価的理解

共感的理解

・学級集団の理解

-学習理煽と学習指導の方法

教育目標の分類体系とその活用

評価の種類

教掻一学習理論の変週と現状の理解

行動主義による学習観、認知山理学による学習観、

状況論的学習観

-工学的アプローチと線生門的アプローチの理解

.教侵一学習方法の原則の理解とその活用方法

目教掻一学習過程の理解

・教材研究の知識と活用方法

.指導技術の知識と活用方法

. rλ閤Jr値康Jr環境Jr署謹」の概念の明確他

-書官11喧育在取り巻く環境の愛化
目置謹教育における高理の理解

Wdl教育における教師の役割と求められる資質
ー彊護教員として果たすべき責務と業務の範囲

置護基礎教育と生崖叙育

田署謹製育制度の成り立ちと蛮遍

現在の置護教育制度

現代の置温教育の問題点と将来の展望

-晋讃教育課程の理解

書謹教育制度からみた毅育課程の理解

保健師助産師曹護師学校質成所指定規則の理解

.彊護教育課程の編成方法の理解

統合分野の者え方

統合分野における教育内容とその方法の理解



看護教育課程編成のブロセ 看護教育課程演習 60 
a一一一ー一一

2 -看護教育課程の編成の実際
ス在学び、書謹師教育のあり 警護教育のニーズと制約の蓄え方と実際

方在理解する。 教育理怠の害え方と実際

期待する卒業生像の者え方と実際

教育目的、教育目標の考え方と実際

教育内容の抽出の考え方と実際

教育内容の組織{じの考え方と実際

置護教育課程の課題

看護教育方法 学習指導計画、教材作成こっ 看護教育方法論 90 3 -置讃教育における教授ー苧習活動の成立
いて学び、これを活用して講 -彊護教宵における教材と教材研究

義、演習、実習等lこ制7る 教材研究の過程

展開方活在学iSし 警護技術教育における毅紺の精選

臨地実習における学習者の経験の数材化ー

書護教育における技術教育および問題解決能力、「統合」

する力在育成する方法

膏護抜{耐力在促す教育方法

思考過程在促す教育方法

「統合」する力在育てる教育方法

-彊護教育における毅授学習計画宇成の者え方

講襲、演習、臨地実習指導案作成の考え方

教育指導技術の種類と特徴

授業評価の者え方(講義、演習、臨地実習〉

学習指噂計画、指導案在作成 看護教育方法演習 90 3 単元の学習指導計画の作成の実際
レ、模擬浸撲を行い(実習指 講義の指導案作成

導在富む〉、その結果在考慮 演習〈カンファレシス、妓術演習〉措哩震の宇成

レ看護教育方法在身につけ -臨地実習の学習指導計画および指導案の作成

る。 慢離のリフレクションによる自己の課壇の明確化

醤護教育の理論と技術在実 置護教育実習 90 2 膏護学生の理解の実際
際に適用レ、教育方法申教師 講畿または演習の指導の実際

のあり方在学ぶ。 -臨地実習指;暑の実際

看護教師のあり方の理解

看護教育演習 各領域E問看護における内容 専門領I費目l晋護論 15 T -在宅曹護、国際曹護、災害晋護、医滞安全、看護管理の
とその構造在理解する。 概要と構造の理解

国事丙萄福山看護の教育内 専門領域別置護論演習 60 2 -各専門領域の概要と構造の理解
容、教育方法について学ぶ。 各領域の専門的研究こ対する文献等のクリティークからの

〈選択制〕 教育内容の明確化

(統合分野在富む専門領威か -各領域の置讃実践の振り返りと署i宣教育に必要な教育内容
らー領践を選択) や教育方法の明確化

看護教育評価 看護教育同容の評価方法を 看護教育評価論 30 1 -署~I教育における評価の目的と機能
理解し、その適用ιついて宇 -看護教育における評価目標設定と評価基準

15'0 -醤~I教育に制する授業内容と評価用異

-事護教育における現業の評価計画

-置dl教育評価の現状と課題
看護技術評価在作成し、警鐘 書道叙育評価演習 30 1 -醤~I技術における評価規準と評価基準の作成の実螺
教宵評価の理解を深める。 書謹技術の評価方法の実際

研究 審議教育における研究の意 研究方法 60 2 曹讃研究の意舞と目的
艶在理解レ、研究結果の教育 文献検索の意載と方法

活動への活用や彊護研究の 書謹研究デザインと研究プロセスの理解

指導方法在学15¥0 -研究論文の読解と研究結果の活用

学生が事例研究在学ぶ意義と指導方法

膏護学における研究の現状と課題

看護学校経営 看護学校の組織運営の特性 看護学校管理 15 1 学校管理の基本
と管理のあり方在学ぶ。 置護学段運営に関する指導要領及び手引きの理解

-奮護学校経営と組織運曽の特性

学校管理における教員の役割

置護学校における管理の実際

(人事管理、学級管理、事務管理、図書管理、施設物罰

管理、危機管理、情報管理など)

看護学校運営の評価と今後の課題

くそ釧也〉

教育内容 目標 侵難科目 時間数 単位数 主な内容

看護教員に出要と思わ く授業科目の倒〉 30 2 く教育内容〉

れる教育内容を学6む 民俗学 -入閣l里リ解や社会情勢の理解在深める内容

畠体論 警護教員として求められるリーダーシッブ理論と活用方法

生命倫理 が学べる内容

医療経済論 ー学習者と教師の相E理解を深めるための内容
健康政策論 -変化する保健医療福祉制度の動向が理解できる内寄

リーダーシップ論 自己の曹謹観や教育観在深める内容

コミュニケーショジ論

力ウンセリング論

キャリアアップ論 等 *各都道府県の持徴在生かして科目設定する。
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表4 保健師養成所専任教員養成にかかる教育内容

60 2 
基盤として、保健師教育課程

編成のプロセス在学び、保健

師教育のあり方在理解する.

(異体的内容は醤謹学に準じる〉

地域看護における保健師の

専門性や活動在学び、自己の

地鼠看護観在明確にする。

保健政策と地鼠保健活動

保健苫動の摘と苅象のニーズ

.保健活動と倫理的課題

容、教育方法について学15¥0

(選択制〕

(統合分野をきむ専門領既か

ら領域在選択〉

各領国の曹円的研究に対する文献等のクリティーっからの

教育内容の明確佑

-各領抵の曹讃実践の照り返りと晋護教育に必要な教育内容

や教育方法の明確佑

表5 助産師養成所専任教員賞成にかかる教育内容

〈専門分野>(醤讃に関する分野〉 闘産学の教援、学習活動に関する理論在学i5"し
教育内容 目標 授業科目 時間数 単位数 主な内容

醤l腫教育課程 醤護教盲課程在基盤として、 朗産師教育課程概論 (1 0) 問産師課程

助産師教育課程の基本的な 朗産師教育の特徴と蛮週

考え方在学i5io く署理教育課程調 防産学の発展と教育課程

45時間のうち 10時間 -助産師教育課程の編成方法の理解〔醤進学に準じる〉

をあてる〉

雷護教育課程の基本理意を 周産師教育課程演習 60 2 -悶産学教育課程の編成の実際
一一一

基盤として、助産師教育課程 (具体的内容は置護学に準じる〉

編成のプロセス在学び、助産

師教育のあり方在理解する。戸 〈膏護教育課程寅習60
時聞をあてる〉

醤~I教育演習 専門領協8U看護論演習 日0 2 

朗産の専門性や助産の考え
------------

-助産師の役割と専門住関産論演習 30 1 
方在学び、自己の助産観在明 -朗産活動の甥と対象のニーズ

確にする。 -朗産活動と悶産倫理

各専門領域別置謹の毅育内 専門領域別彊議論演習 30 1 各専門領鼠の概要と構造の理解
容、教育方法について学ぶ。 -各領i罰の専門的研究こ河する文献等のクリティーっからの

〔選択制〉 教育内容の明確化

(統合分野を富む専門領域か 各領滋の彊謹実践の振り返りと看護教育に必要な毅育内容

らー領域を選択〕 や教育方法の明確化

7
 
1
 



倒1

擾業を構成し、実践する能力を養うための

「看護教育方法演習」の展開

1. r教育実習」を中核にした「看護教育方法演習Jの展開の考え方
変動する社会で教育実践を創造できる看護教員の育成するために、教育実習での侵業実

践を中核に理論と実践を融合しながら、 「看護教員としての自己形成J I看護学校におけ

る教育実践力J I専門性の発展」を活う能力を養う必要がある。その能力を養うためには

「教育実践の基本となる内容JI教育実践に関する内容JI教育実践の発展に関する内容」

が必要となる。

そこで「看護教育方法演習」を『教育実践基本演習s ~教育実践に関する演習ß ~教育

実践の発展に関する演習』の3つの演習から構成しだ。

『教育実践基本演習』では、看護教育の専門職としての自己形成の礎になる知識と技術、

教職への展望を定着することをねらいとしたσ まずは看護学生を理解する必要があると考

え、看護師等養成所の看護教員による授業の観察をする演習を位置づけ定。それはこれか

ら授業を創るにあたり、学生と教師の双方的な教擾活動を思考しながら、寝業を作成でき

ると考えたからである。つまり、擾業観察をした結果で得た、看護学生にとっての媛業内

容を理解する意味を認識した上で、学生の理解が成立するための学習内容、学習方j去を思

考し、講義・演習における指導計画の作成、臨I由実習計画および指導案(日案〉の作成、

力ンファレンス指導案の作成をおこなう。

『教育実践に関する演習』では、教育実習での体験を経て、①学生に聞い、学生の理解

を確かめる力や深める力をつける、②自らの知識と教育技術の課題に気づき、専門性への

ニーズを引き出すことをねらいとする。まずは学内で修得しだ知識と技術を組み替え発展

させ、擾業実践できるまでに統合することとする。その教育方法は、自らが教育実習で担

当する侵業の模擬綬業を実施する。そして、その際に自らの課題に気づき、解決していく

ために、実施後にリフレクションを重視する。また、これまでの教育実習の受講生の状況

から、 「グループダイナミックスを活用しだ力ンファレンスの運営」、 「学生に体験の振

り返りを促レ、看護としての意味づけ」に函難さがあるため、力ンファレンス指導のロー

ルプレイングを実施し、受講生自らが課題を見いだし、解決するためのリフレクションを

強化する。

そして教育実習終了後に、自己の教育実習での体験をよりよい教育実践の見いだす視点

から、看護学教育としての意味を考えるために、教育実習総括を行う。

『教育実践の発展に関する演習』では、教育実習での体験をもとに、教師としての自己

形成と専門性を発展させることをねらいとする。その方法として、教育実習の体験を墓に

教育方法に関する論文を記述する。このことから、今後の教師としてのあり方を追究する。
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表6 授業を構成し、実践する能力を養うための「看護教育方法演習」の展開

自E
学習活動 ねらい

力

看 数 看護専門学校での看 ねらい

護 育 護教員の授業を観察 [看護教育の専門職としての自己形成の礎になる知識

教 実 する と授術、教職への展望を定着させる]
員 践 講義・演習における指

と 基 導計画の作成

し 本 臨地実習計画および

て j寅 日案の作成

の 習 力ンファレンス指導

白 案の作成

己

jf:主

成

看
教
模擬授業の実施 ねらい

護 育
-講義の実施l [教育実習での体験を経て、¢学生に間い、理解を確か

Aゴ~ーL 実 -臨地実習指導の実施
め、深める力をつける②自らの知識と教育技術の課題に

-力ンファレンス指導 気「づ模き擬、専門性への一一ズを引き出す】
校
践
のロールブレイン 授業の目的

!こ
!こ 関 グ

学内で修得した 知識と技術を組み替え発展させ擾

業実践できるまでに統合する
お す

1") る F 模擬授業後のリフレクションの目的
演

る
習 教育実習までの自分の課題の明確化

実 |教育実習

践 教育実習総括 「教育実習総括の目的

自己の教育実習での体験をよりよい毅育実践の

見いだす視点から、看護学教育としての意味を考え

る。

教

育

専 実 教育実習の体験を基 ねらい

~9 践 に教育方法に関する [教育実習での体験をもとに、教師としての自己形成と

4性 発 論文 専門性を発展させる]

の 展

発

展 す 教育実習事後指導

る 個人のふり返り→教育実習総活→論文

演

習
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倒2

体験から自らの課題に気づき、解決方法を見いだす

「教育実習」

1 .教育実習の意義

教育実習は、看護教員を目指す受講生にとって欠かすことのできない重要な学習活動で

ある。それは教員養成、特に看護教育方法論、看護教育方法演習において学んだ知識や技

術を活用し、看護教育の実際を経験することにより教員としての自覚が育つ機会である。

また、実践することにより自己を振り返り、さらに研鎗を励む動機づけが得られるととち

に、教員としての責任の重大さに気づく機会となる。

2.教育実習の目標の考え方
前述したように、教育実習で教育活動を体験することは、看護教員のあり方やその価値

を学び、生涯にわたって成長する看護教員の礎をつくるちのであり、看護教員教育におい

て重要な意義を持つ。したがって、教育実習の目標は、到達度評価の意味合いより、その

成果は、受講生の学習体験をとおして方向性や価値観を見いだすことに主眼を置く、体験

目標として位置づける。

ま疋、受講生は体験を内省することにより、自己の課題や生涯にわたって学習すべき内

容も見えてくる。実践を伴う看護教員という専門家としての責任を果たすためにち、この

ような内省は、生涯にわだって繰り返し行わなければならない。教育実習でこのような礎

となる体験をすることはきわめて重要である。

<上記の考え方に基づいだ実習目標倒>

A.実習目標

1)看護教員のあり方を経験を還して知り、教員としての自覚を持つ

2)看護学生を個人および集団として理解する

3)看護学教育の方法論!こ基づいて、講義および臨地実習指導を体験し、実践的な

教育方法を学ぶ

4)実施した教育活動をとおして教育方法の評価を行い、看護教員としての自己の

課題を明確にする

3.実習内容の蓄え万
看護学生を個人および集団として理解するために、「講義Jr臨I也実習指導(力ンファレツ

ス指導を含む)Jを実習内容として選択する。「講義Jr臨地実習指導」の体験をとおして、実

践的な教育方法を学ぶ。

つまり「講義」では、看護学生の反応を実感し、看護学生が理解するための内容と方法を
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考える。 rlifo地実習指導Jでは、個に応じた学習支援を体験し、看護学生の体験に基づいた

指導の内容と方法を考えることができる。またグループダイナミックスを活用した方法を

体験することにより、自己の課題が明らかになると考える。その過程を通して教員として

の自覚を持つ。

<上記の蓄え方に基づいた実習内容倒>

B.実習内容

1)講義

看護学のうちオ科目の単元の中から原則T単位時間を1口実施する。

受講生は本時の者察および指導案を立案し、撮業を行う。

2)臨地実習指導

①看護学生を原則として1名受け持つ

②臨地実習指導期間のうち2日以上は指導案を立案して指導を行う

③グループカンファレンスによる指導を原則として1回行う。

教育実習生がテーマを設定して運営する

4.実習方法の考え方
担当する講義や臨地実習指導の指導内容と指導方法を考えられるように、実習先の看護

教員の行う講義・演習の参観、看護教員の行う臨地実習指導の参観の機会を第 l週自にお

く。まずは受講生の講義の模擬授業を行い、そのリフレクシヨンと指導を活かして本援業

を行う。その次に臨地実習指導を行う。

<上記の奪え方に基づいた実習方法例>

c.実習方法
1)第オ週目:オリ工ンテーション期間

①実習校の把握

②実習病院および実習病棟の状況の把握

③看護教員の行う講義・演習の参観

④看護教員の行う臨地実習指導の参観

⑤講義の準備

⑥模凝浸業

2)第2週:本展業と臨地実習に白けての準備

①模擬授業

②本援業

③臨地実習指導の準備

3)第3週:~W地実習指導と総括

4)適宜、学校行事の参加や臨I也実習指導者会議の参加、教員業務の観察等
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5.実習評価の考え方
(表8:26~29ページ〕

n能力評価の必要性
教育実習における評価は、知識や技能の到達度を的確に評価することはもとより大事で

あるが、それにとどまることなく、自ら学15(意欲や思考力、判断力、表現力などの能力も

含めた学習の到達度を評価していくことが重要である。そこで従来の目標分析による到達

度評価ではなく、評価対象者の学ぶ意欲や思考力、判断力などの学習をとおして獲得した

能力に着目した評価が必要である。それに加えで、自己学習力の向上という観点からルー

プリック評価引〉を行う必要があると考える。

注T ルーブリック評価

ループリック評価とは、多種多様な評価資料や情報から、学習者の学習の実現状況を評

価するために活用する得点イじのための指針である。これは、ポートフォリオ評価を基盤と

し、評価対象者の能力に着目して、これらを評価資料・情報を基に絶対評価をする考え方

である。ループリック評価は、教員と学習者にとって学習の到達状況を把握するための指

標となるばかりではなく、次の学習の方向性を示し、自己学習力をIきう指針となる。

2)教育実習における評価の観点の者え方

看護教員としての成長を促すための観点として、平成 12年の文部科学省における教育課

程審議会の答申で示されだ、自己教育力の育成における教育効果の指標である4つの観点

「関I~\ ・意欲・態度Jr思考・判断Jr知識・理解Jr技能」が妥当であると考え、それを用いる。

それぞれの観点の持つ意味と観点を評価する資料については、表7に示すとおりである。

「関山・意欲・態度」とは、その教綬活動における価値づけを意味し、学15¥力を支える

情緒的側面である。これをとおして積極性、持続性、協調性、責任感などが育つことを期

待している。

「思考・判断」とは、その教授活動を行うにあたっての、①問題解決の力、つまり考え

方の根拠や批判する力、②探求する力、つまり想起から比較、関連づけ、解釈、類推とい

った思考をたどり、論理を推し進める力が育つことを期待している。

「知識・理解」とは、単に知っているという知識やあてはめてみるといった知識ではな

く、教掻活動をとおして得られた知識・理解の深化である。メタ認知を働かせる状態にま

で深まった知識、つまり自分のものとして位置づけられ、さらに広がりゃ豊かさを求める

力が育つことを期待している。

「技能」とは、その教授活動をとおして習得されることが期待される技能であり、用滑

に洗練された技術・技能となる。これらは学生の反応などに対してその揚に応じて対応で

きる力である
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4つの観点の関係は、「関I~'.意欲・態度」に支えながら、「思考・判断jを働かせて学習

しだ結果として F技能Jr知識・理解」が身につくという関係である。

表7 看護教員の養成における評価の観点

観点 観点のもつ意味 観点を評価する翻~

関I~'.意欲 その李主演活動における価値づけを意味し、学i5i力を支 -考えを記述した文章

態度 える情緒的側面lであるこれをとおして積極性、揃涜位、 (記録や指導案など)

I競周性、責任感など力宵つことを期待している。 -観察した内容

-面接での厄答

患者・判断 その教授活動を行うにあたっての、 -者えを記述した文章

G:問題解決の力、つまり考え方の根拠や批判する力、 (記録や指導案など)

e探求する力、つまり慌時ら比較、関連づけ、解釈、類 -観察した内容
推といった患者をたどり、論理を推し進める力が育つこと -面接での応答

を期待している。

知識・理解 単に知っているという知識やあてはめてみるといった知 -考えを記述しだ文章

識ではなく、朝受活動をとおして得られだ知識・盟主の深 (記録や指導案など)

化である。 -面接での応答

メタ認知を働かせる1え態にまで深まった知識、つまり自分

のちのとして位置づけらnさらに広がりゃ豊かさを求め
る力わ宵つことを期待している。

技能 その教浸活動をとおして習得されること力期待される技 -実施について観察した

能であり、円滑に洗練された樹首・技能となる。これらは 内容

学生の周むなどに苅してその揚に応じて対応できる力で

ある。

3)評価規準と評価資料の考え方

教育実習における受講生の学習活動を明らかにし、その行動は、評価の観点の伺に規定

された行動かを考え、評価の観点を位置づける。その評価の観点ごとに評価規準を作成す

る。このことにより、「できた・できない」と行動そのものを評価するのではなく、その行

動はどのような思考や判断に基づいてなのかなど、能力における評価規準が明確となる。

また、観点ごとに評価資料が異なることがわかる。つまり、面接をしてその応答によっ

て評価するのか、結果の表れているレポートに基づいて評価するのか、観点によって評価

する資料が異なる。観点力可決まることでそれに合致した評価規準および評価資料を設定す

る必要がある。

例えば、表8に示すように、受講生の教綬活動がf学生のレディネスに応じた授業の到達
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自擦を設定する」の揚合、この活動は、単元における主題の位置づけを考え、前時・本時・

次時の関連性から本時の内容を絞り込み、到達自擦を設定するという「思考・判断」に基

づく活動であることがわかる。よって評価の観点は「思考・判断」となる。そして評価規

準が位置づく。評価資料は受講生の思考を評価するので、面接内容や指導案となる。

4)評価基準の考え方

評価規準において、伺がどの程度できているのかという習得状況を具体的に示すための

指様である評価基準を設定する必要がある。

評価基準は、学習課題に対する学習者の認識活動の質的な転換点に基準を合わせ、段階

を設定する。注2)

例えば、教育実習の評価指標である表8に示すように、評価規準「力リキユラム上の主題

の位置づけを踏まえて授業の到達目標を設定できる」の湯合は、質の転換点は「本時の内容

と目標との一貫性」である。そこを転換点とし、評価基準を作成すると以下のようになる。

A.単元における主題の位置づけを考え、前日寺・本日苦・次時注3)の関連性から本時の内

容を絞り込んで到達目標(達成、向上、体験〉を設定できる。

B.単元における主題の位置づけを考え、前時・本時・次時の関連性から本時の内容をL

絞り込んで到達目標(達成、向上、体験〉を設定しているが、達成目標が一部本時

の内容からずれている。

c.単元における主題の位置づけを考え、前日寺・本時・次時の関連づけが暖昧で、設定
した到達目標(達成、向上、体験〕は本時の媛業内容からずれている。

注2 【評価基準を作成する上での質の転換点の例]

達成度レベルを IA~CJ の3段階とする

A 十分な達成レベル・・・基礎的知識の理解や認識・スキルを適用した課題追求ができ

ており、結果における一定の完成度をみる

B:部分達成レベル・・・基礎的知識の理解や認識・スキルはあるが、その適用が部分的

に止まっているため、更に全体としての追求が求められる

C:根本的な改善を要するレベル・・・課題を扱う上で適用する基礎的知識の理解や認識

-スキルが不十分であり、根本的な改善(修正〉が

求められる

注3 前時・本時の前の授業

本時:今まさに行おうとしている浸業

次時・本時の次の授業
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5)評価方法とその評価表の活用

受講生の自己学習力を向上する観点から自己評価と指導者による他者評価を行う。

評価表の活用は、受講生の自己学習力を高めるために、以下に示す活用方法がある。

<教育実習前での活用の方法>

G::模擬侵業における相E評価指標としての活用

②個別の講義・臨地実習指導案の作成段階での自己評価指標としての活用

<教育実習における活用の方法>

①教育実習における受講生の浸業指標としての活用

②講義・臨地実習指導の実践に対する自己評価指標としての活用

③授業実践に向けだ計画段階での指導者との目標の共通理解

④教育実習における指導者の指導指針としての活用

<教育実習後の侵業評価・浸業研究における活用の方法>

①教育実習における授業指標から自己の課題を見いだす指標としての活用

②授業に必要な能力を再度整理する資料としての活用
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表8-1 教育実習評価表 E講義】

教綬溜h 評価D観唱 E軍隊見堪 務!aIi歯科 評慌翠早E

1 学臨探査生むのF役Jレ定磁デ吉&調ィネ慮ヌに邑
思署 6和主町

飽カ田E置リ陸キづけ自ュ得ラ在ム占苦噂股上i町え定て主で誼授吉E柴D 毎翻壕敵軍軍事
A:単絞苅0込己ん柑てゴ宣る告埠;主忠日臣開泊4置車瓜ゴオ向を害上3、弘体験前時3在・調設定吾て・き事誕る奴凋車性から港時江獄窓を

吾L
8 ・単絞問充括り庖似足掛DUでE7る亜苦躍れ主題忌て穣羽いる虫怪置。郡コ広ヲ間を蓄ムえ、体前富島時を・調股定子し凋也軒、る革が担、謝達鋭成、呂5本1勅暗し明宅者跡容諮を

C:で単河、設こ正定灯L越る主臨題の穏位置健:lI氏7巷向暫定上h丈む偏沼重市91は富お盟事制・調聖搬書・聞凋軍も積す極れ白色づけ、訓&慰

2 苅どC臓よ吾や線実材践研究憾な泊、
思書・司関節

2E定当府寸肢で寝)き盟罫&業音のま内えて容害吾、察誠し設柑

A:抽置溜出し草足本額締宵住問続樹〉首え由教主Z題SH研Z台究に強墨レコて吉b渇置i。Etじ之妥当な沼産軍であり、学習内富の J

軍指演噂案筏宰
吉ら適弘切な内容在地出

自 抽臥出調し記書力載、育日内量密出L主疋泊教、材不研節宛己句襲づ主Lき晋I1とtして豆在当であ昌也t学習内容町翻酉

'一一一日ーー '戸・・..-，‘"司降戸."骨・ー..‘字情司...晶抽.---..‘ー".晶e・..ー

ゅは摘内蹴捗畑一で臨 l 
.日目白山‘......‘...‘..'司_....声日日日日一--...幅_._"‘司.......噌晶日目M晶幽陸自.....・_---司『骨司、.._...・司.......

知機・理解 号ケ.2) A'教材研究Lm納容を段定した理由自1自分江君臨ft-数制ι広島，:JI，¥て述べられh

純讃し観、血授在む業し者まて内の容えて輔を教抽観組出宙す・開る薗
!~持軍軍 吾』
面胸躍

日 数し由柑、世車間べらuれ盤Z縮jj，.専L容滋鑓同盟由と、自分由暗l~競叡磁Eと倒刻府主力t軍隊こ
置要1幼わ自注

C:教指研究UIli猫司容を蛍定しだ理由1$，手キストロl/l.じてとU也、.¥え耳目へ ， 

3.当該授業の教育問書 患者・1噺
教おけを育よ李内びM容学1習LaA」臨二t目G創Z徹位E蹟tお鏡吉づ戚

指噂案 A収留学習弔容とj新学習司寄と吾容別レてヰ犠ー富強，賊盟国軍自主語吉でき込
在棚田じする 面!富靖容 B-RM理a学習司容と維持罫態と正窓~!劫寝隊なままヰ核ー基礎・翻E目?継続定して

号L

C 中被目指司践定書簡主である切

4 授自早業U内やす翻く京綿招理請性狸
思苦・1民事町

て段鴎業内堕宮EEl孟こ部学gqR23吉ニと弘っ 指面I哩童内案容
A:!れ霊華て同い富る田由利邑自踏までE混業主~IStまえ℃中核目慨を申血こ腕駒\iI;:1限定

但あ割問事傍訓
である B健闘寄伺o9lJI正中篠田傍在中柏崎訊JI.iG¥るが、隠密Dつながりに晶、て騎

溜由Z加する旨

C 授華内齢曜日開<t.中核自持軍在中也にしi庖a9!l<:lot恥L

E 興り、味動を吉機1<づ導11入/)~でBあ E鎚B 5寸〉 A・調茸D哩Mこょっ℃ほとんど僻生こ芋習α荷主的安られるョ
調;W~Àiこ正志向申 J霊薬聖路

る，
後機包=117朝古こ?関でき連士る主才て動 白調車b且入によって、半世似土俗牲ヨこ宇翠俗晶え般沿れる

C:本時町署入によって、一音院増笠にレカ噌轡の構改力宅みられ悲しL

...ー...除喝・..母卦『色 ・..岨.. ・4・..晶値幽圃恒降F・a‘......明"-.....白砂司h・-....トー ...・・".開......ー・・・a・・.....・・司..・ー・・E・・・----_--戸晶陶酔申告合・---_.-ーー..・・ ・・4・・・・‘・・・ー・

知識理解 5-2) A:縫製層入E主D喪主の夜jf!(T.濯EIl.'在分析し.提躍動な導入について邑拾の者主力1'i;Wて
1韓贈を振り返り、学 指導票 5れる，
生の反応申告掲果的な it聖業実践

動解機苦海ゴめ7にるつこいとて/)t由で吉理
面協湾奇 IB--税制蹴糊吋杭ついて正湾え在述へている

る電
c-J垂総理対初禁生の反応こ基づい吃錦柏町さな比

6.まと虻泊笥り、学習 筏能
本議時再読建ま鰍とDめ申!接こおBい1!l'IてD、 授業嘉議 A:学生正部葱豆と闘車:lIjて‘窓臓の要点差まとめ吾こと/)tで吉弘

を発展させ苦濁曹
があ& 聖滋に応じたまと虻泊宅 日。樹君1Jl査錦司容の豆点在まとぜ〉ることがてきる

でき五
C 実施し思議員内容の要点在罵9岩山判喧自市白隠;[.0)なむ菅とめをす喜弘前司且
まとめ白?で吉屯以
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鋳型設語 評倣D観奇 評価規溜 開資料 評価基準

7.慢勤理容積期Bす 思害・世断

劃z習下断網い偶で1島iき羽訪車主毛と軍主肌関基授連鵜さ学せ咽容生司時とj 

指曙禁 A:絢捌習志学生Z理習体験あ忌まえ}呈指事寄司意時在正確I己あらわし℃しも
吾e 面崖内容

B-E17糊9隠1翻UELW授L端屯智司君時査団置にあらわレU 沼問、祭事由宇留体鞍と関連づ
げられで';¥IJ;{i¥， 

C:翻腕智正綬描耳習D覇軍苦海ら打すι:ld:不足力喧渇.

トー

鏡能 7-1呂 授業麗聾 A 柄白調拘整時とし革b路F星』回湖帯方、て蹴、世変動居塗間師コる盟よごうで積ぎて掲い腕る容の童哨;t..Aピー問精
て本喝、当の展主開Ie:ln過わ溜る=よ穏うパに

草い餅る担滋都豊百属高レて B.:調更市事国制廊倒畠C臨寝こ室まてあM児a性 iこ伝ね喜ぶヨ磁鵬樫初動喰え句瓶肪声援

C 本誌の毘斑週間=部、て、学生怨覇詰瑠思世す単調腐糊広なって;¥D.

蹄L民・意欲 アベ到 授推認主 A挽車中、常乙堂宜主体に繍早苗制す、堂生E疫応若田tJ往すとらえようとレでい五
態度

調よ℃う主裳と白勝し初て拠防い溜&践こと都ら八え
00.准内容

B:路惇t..学生耐震応をとらえようとレ司、る成機思似町7ちにむら由喧忌

C .:!畳梨私学生q耳目留置とんと昂てし屯しL

8. 製口材鑑青・教書る員を.適切 思晋・割断
8.1) 

面指埠導内案容
A:i慨した軍側署凶銀内容に古設しており、週担な務買で正広

授等を鏑作哩成寄しこて合っいたる資.料
B:作成じた商科専は俊輔市富こ古致してい吾瓜表調こ一昔111'侃織広

C :tF，成L右商科署l誠拙咽容lこ古致してむ沼山

筏趨
S本弓Z2草〉口調聞過程にま%、

1畳提賓銭 A湘材・毅異在ヲイミングよくlIil示・終了で芭、曽宅主α茸鶴自こコ在自宮部怖であゑ

てに、提聖示糊でき守る煩.在刻殆告
白;事財・事史民在提示冒るヲイミ:;~立よし功〈南町古こ一軒間施る.

c守教材教且吾提示するタイミYグ白型車〈、用心田に壱才嚇的世廷L

9.俊鎌のE事部都型こ 9-1) 指哩案 A 究閥a:.中値目開!こ墨ヨパており、宇生E摺曹を揺告Sii5缶四百句忍

おど正け由苔宮発崎帥偲憾指示でな
思曹・朝断

到いて瑚告事牲判抗事沼目曹繍をこ1基Zづさ
面撞内容

B:発閥a:.中篠田憎の租冨である1J¥様:et:とどまって玉、&
あ五 J百昌ように苦悩されて

いる C:晃凶邑中按自陪白話耳目者川ちのである

・-----_司 -----.司圃帽咽...・.. ・-ーーーー司・...・ ー・ 4也・・ーー・・『・・a・ーー‘・ ー・・_.-~--・・ー..噂開唱..._. .-._----・a・・-..-匹圃骨咽....ー・・...咽....ー_----‘--------司・---_、...・・・・a・・...ーーー.----・・.. 

E萌E 9-2) 授草案践

調車泊廊拠隠に制パ A:宛乱指罰こより宇主の思書B憶され鎖吉ヤ猶51口Eじte.駒田自主砂られる
て、発鼠指示吾知給自
に用;¥焼損への怠加を B:尭隊指示0lI'i庖は伝わってし唱が、反応する芋創立一昔日ことどまつでいる
促すこと且?で吉る.

C:尭拒E娼百四事富市1伝わらず、どのようI;:X]応じたらよし臥学生伊豆島由旬ら
れる

10.学生を瞳盟した態 閉山・軍撤 録集中¢学生と正震わ 短業車銭 A 禁生口理吉古"丸信号<:J参1<重葉コ肌1官官る
度百早急 態度 り師事官蛙在'!1Jd.>.受

け入れようとしてい五 B 学生Iこ由吉合完ても¥1<;¥tA J革砥言葉ヨ力、b涯す吾a

C ぞA足弘司E言葉づ仇¥"吉&

11実態じ花館業苦'110恩雪ー割出茸 自弓平田自冨芭fである 自E堺筋喪 A:苦返宅り主情、授改輩苗競点珪酒貝班備活鵠包Cg顎F価7在吾宝ζ司7と入B札守吉g弘E若干価とt国車刻uUJ:1.J'5授業在競り
。返り、評晒する かどうか判断レ‘ 1畳揖の 実習日誌

政目点在朝7ることが 面協司容
で吉弘 B:返塾っ生てやい儲るが怠‘幅迎習制制信お越出平量副的間であづる入ー札自己評価と比轍1;tUJ:1.J'5授業留軍り

C:他都5嶋田在射止めること施案昔、百在糊掘り返りにとどまって崎、
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表8-2教育実穆評価表民習]

毅捜部』 言明豚Z海見点 翻磁見準 評価調料 評目E基準

1. B々 E準語罫器層目様 患者，割断

理型日C明合署倒わ町克端せ民兄譜克まては設目δと指定型幾苦車ぜ当田習き日る錦体の議. 

指噂案 A 本日α謹譜町田正そ由呂町密蓄の晋1m方市ヨフており‘草生立高揚準備状況と

吾宝。、ぬて患修レ普デ正のィし状ネτ記見湿定こ学組す
部納容 実習荷量こ窃コ世て修立は錠で宮ていゑ

B:本自の提言l!IEI棟且そのBの患者自置I!IOJ方向コ7ちし<"'-学窓広実習準胤お見
吾L 案審侍劉こおいて帯十世である ， 

c・2信安司機の兄提と言耳実目習t体田験正にそ宅の合日っのて患'，v者E由1¥鹿島方向ヲ古こなっておらす、学宝E療醤準

2. 錨1指聞噂草す巴こ慣輝るを糊達成容するを
思書・学雌

指達脳量体雪摂成裏曙組内E若す縦るJ室ケ者長副たP況噂主め怯ιし簿て{巴LL;掌描R耳懇C生目出の憶蓄趨レて実をに

指萄導鎗葉喝容 A136鍵体重し書だ・指恩導替内口智血婁正な網廿P目1こ揮吉掴つで宮b渇古暑@だめ広艶証漢語韓関問・B明痩

日 設古車協定わLせ吾Jて@Z指者哩嘩民し軍て軍い且初学生、田指実哩習目i標隼附錨，J(l成Rす，包るよEqt糊壊口露'"骨毅いす・す患削者。摂邸理嬰劃話己ゲ甚7平7に足
いる

。:1鍵出指唖陀窟{正指導邑僚を連成するたぜ野田富1:::なって""田，¥

丘学生力明祭器直して 患者ー担断

指よ害と誉えび事実出主市均法習実る体苦重‘器甜患掌己者隅創Uの状っ拭況せ品て況、
指醐哩案稽

A 田世-一園圃芸主闘君拠調一志脇蜘田温脚由貿慌滞時2一Z輔四開四冊臨君恥臨噛暗暗明器刈a る学習ためでに吉抱るよ'うヨに法すを

選択すみ

B: しレた匂指，¥導a方溺孟
だり

C:I官事万部<t挙生時学習体験吾革期訪問、焼結諸島、jだりするセのであるg

4.一患軍畜t磁と欄掌生係とのE成滞立者 患者・1同且R

4患者点か者一1軍缶)と守i、思宅と主締側ら副え副将ら軍』れ性財る査コ想視. 

指曙票 A 患者の岱理申立浪患者および学生田対人関/li滋な患者と堂生E関側嘗a'&明こ

寓面習協目目屯指容
とらえ司、a

在支援する.
日患者自己緩や立i車掌宝町立場のどちら屯」方1:1'6..患者と芋さt:o:tJ謝車性査と5え
ている

C:愚置と掌2闘獅Cコパてとら烈授の樹舵i糊でき1，<1，¥
一 一

知1瞬・濁曜 4-2) 部腕容 A:患者と学生司別冊性こ応じて潤僚を調室す~血聾性むその方法苦溜べるこ色力で

患要じて性者d、とt関挙泊集係も羽留，瑠騒車Z問百る羽軍田
実習日綜 吉弘

B:患者と学宝E捌側自己応。て関係在調醤すa蝉覇由ま述べられ吾がL宅四万活苦述
べることb句きな比

巴:1!.'苦む裳主配制限苦拙草する由要性在述べるととtJ'で吉郡L

5.患援者朋百i駈めE見こEコま3訴いってせ、 思〈者脚・紬1抑止〉町 5寸〉 観察内容 Aーとレか、掴I~館立倣お鵠い尭て、中輔止・自蛮卑更q且草?で加き。る艶s 肋ア在提供宮ることによ吾影醤在柵
思量制品加こ応りて求め 面協喧吾

提た醐供できケ?25をょ学う勧こ支令 宣邑れ1:J<る琶のケヲ鴻フ4可3n2窓院でとニき学る
日 ケてア帰措っ置た平こ雄あ陪も1てレ、て唖、富催島鰍里D町樹民高級・世中学止生Mが変7更ア在韮し舟司供パ古ゑることによ吾影謝こつい

1量宮る. ケF明容を朝雌レ‘援朗
を到碇択定号L

C ケア埋函こ品いて、思吉自皐IU度府や学生がケ?を混供宮吾ことによる膨磁を鞠断
してむ啄1，1.
一一一 一一一一一一一

領鵠 5-2) 富誕培華皇 A寺喧'i:J害者自民翻こ芭わぜてより島、ケア在去三百ζ実施できるよ:5-E'持屯漕点

学疋よ主力り空良軍書い配7地?問を樹実乙施あっで
E揺軒覇自 在-9'イミングよく周雷・指導じている

芭るよう3国軍吉& B 盟百E皮主在確憶できるようにま司重しているが、学生自宅悪盲側先制こ白っせてワ?
を提供宮るどだ切助言・指導のタイミジグがすれてL市a

C 患書吋拾を確保できるような支援ぢで芭ず、学生血空軍吉明細こ吉わぜてケ]7.苦
提供宮る土でE糊君，婦、且をしでしな1，¥

一
5-3) 

安富田蒜
A:思己古江濁制l克聾服戴主自力陣をよ到り油高断めしる、た誉世間主由取自り助組こみ応を異じて持ケ制残C明践7在る支こ援とまb可る花吉めるに~13

閉山剛意欲
郡信用車として、学生の

面槌司容

強度
技街在高め盈王百雇智苛う
Eめと、醤!Ii:喪主主力在高

日患百四説草退団鈎こ事新い芋也の能力ご応じてクヲ毛織在宝吉野苔足並由自己

める必野生ζ宮町:ヨく 庄て渚重1県畳備声銭位力者挙高げめる忍こと島要が性でに芭つないレLて防車ベEれ吾拭そ町疋記耳淑り組みこっし1

C学生のB聞こ応じてケ万百臨在圭脚統帥自己E君al輯力古事窪田ヶ月鏑
倒調IQl縛することを事えて，¥1J'I. 
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事J却盟都』 E平可跡涜綜 1串iiI，費調 評価餓司 評価事担

白 線書生奇の麗吾体騒糊したiじ雷いue: 儲 E
で学返己き生りと、舟る由旬宮置よ主う世芭主田の図る体事書駿躍部強を遣震まりす

観面軍震内司容容 A 学""寧また加船体銀聾媛り返吾ごとを促い号由開背ヨすの芳向性差示司亨摺在して

寄ら謹れるとよしてう智こ指正τ哩2す7 
日 学問生自慢前僚鵬で車偏あっ綬疋顎り.り煙劃菌る防こ」と加を促古レこて意い味る3が7、"(Lそ主由主郡珪:J1j;白方耐性在器官発

吾L

G 学生の援劇博銭高白事実在磁濁る!こと芭ま0、振り返り主計担レてい在L¥

7.議臨E路盛実L習よ刀ヨ手と習す環a鹿. 矧酷・理解
観促霊進位航差宮法容理雪ょ解崩うす{るこ厳整.淳主主書EWB 

実習日誌
A:学学割習治市境議侠弱濁る観よ音ヨとこ明控える尽由軍聾習性司也崎属制1m仕楓方也密事垂書体1需的BED皆限てりら闘れL五Uこヌパて.

面館司容

日 学の方習組量境ごつごいつてい℃は見寺時署副厄司貿芭猿べらするれなようL¥に整える必要問草皆て5れてb渇拭モ

C:学習環開Z自由湖16t1主主提窓口島聾性E皆ぺ5れなL¥

8. 営ると生}力郡tン球Hヨ士特2ァ7鮫にレ荘つン等ス者喜が在
思曹・品断

附学フ北畳担の7ヌ!帰こ四っ豊劫郎田共勧喝膏也カU震ツと寄でフ
島草案

A:田綾君定主主レにたと力っYてフ慨ァ紅レ白yEz疎aフ11盟1こτ問耳玖調1こも治もっのたでテ寄ーるマE力想定されそ哨営計溜
E泊施

股定首吾九 きる B:連段定芭計レ画たは力異ンフ聞ァ担レこ5ジqヌ7Ia正実翠呂欄こ沿っ疋テー'17I.l'l鉱長針LU¥る力1その

c'E量定したカンファレ;.-:;>:1"-実習目聞こ沿っ疋テーマとiま置い蜘lL¥. 

9.力ンコl'レンスこお
指 E

デ}マ!Li白って勿Ir-ヲ

量箇賂↑量約内容寄
A:テス主ー日マ芭l用E治lぬって態‘続学縦生白割体尉験尚在自共己有関川じ愚て暗いヨゑゴられるようlご':7JIr-ブダイナミヲ

いて勿トプダイナ ダイナミクヌ密芭用v.

書ミク暫ス定在冒猶活噂用在レて邸思司 る体在験運ようか営にでら岬力きンる助フp繍レンじスす
B:T-Y共有、潮1;:;時eコ滞ヲ古郁卸問置見5在a自信問問問棚附孤蜘|

する.

C:与岳さ遭Eの宮司タ7由Ir-吉ブtタあイるプミクスの官用方崎港れま潟制官えたいことE砲を伝え

1Qり単を生しをよ尊うEとLすJ&E関わ 間血・議主 世田冒i制鼠方在尊 観調書容 A:君宅主Z唱;Il!<白書え万在引き出い宵飽制こ曇口とぜ渇.
態度 国し.それを引き出そう 面1直噛容

とする 日:粧の臨む叡方鶴陸出そうとす吾伏鎚剛面値柵先してや節する，

C 形式鹿毘諦樹コ0ことどまり、学生旺耳Zえをヨl吉出そうとLA司，1，

刊.謝~l応指犠畠慢を 思害・半畦R 福司F晶程在括~'J返り、自 面!劃耳容 A:鯨嵐畠躍を振り返り、思置のとら克志挙ヨヨ白とらえ万福謝野甜および幸生へ
綴り返り、自己域畢 す己dこ漉と草力署?上でEき車る販E在見出 実習白鶴 のフィードパックについての改圏点在調ずでも活.
題在見出す. 自己~価喪

B:指h甥畠li'O'煩り返っているが、改普点の塑I1Jヨ1こ拙パて具体性こ乏Ih¥

C:l骨思畠謹吾撮り遅っているが、改百点b望商7られなLl.
」ー
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E 専任教員養成講習会における運営の考え方

看護教員養成の意義、位置づけに示した看護教育者としてのキャリア開発の目的を達成

するためには、企画・運営・評価システムを整え、関係職員が連携してそれぞれの役割を

果たすことが重要である。

また、一部科目にeラ一二ングを活用する揚合には、種々の配慮が必要である。

1 .運営するだめの組織体制

講習会の運嘗は、教育内容と教育方法を中山としだ全体の企画からはじまる。講習会

開始後は受講生の学習状況を把握しながら、講師や教育実習受け入れ校等との調整を行

い、受講生が学習内容の統合を図り、学習を深めることができるように運営する必要が

ある。講習会の全プログラム終了後は、受講生の目標到達評価に基づき、講習会の企画・

運営の評価を行い、事業の成果と課題を明らかにする。

1)講習会運営組織を構成する主な職員とその役割

(1 )講醤会責任者(受託先責任者、都道府県直営の場合は看護行政担当者〉

0講習会責任者は、専任教員養成講習会の実施要領とガイドラインに基づいて講

習会の企画・運営・評価を進めていく責任者である。

0行政等関係者や教育担当者と連携を図りつつ、教育担当者の支援を行い、講習

会の進行全体の把握を行う。他施設と連携が必要な揚合は調整責任者となる。

0講醤会責任者は、関係者の意見を集約して、問題を解決する能力が求められる。

(2)教育担当者(講習会の実質的な運営全般の責任者〕

0教育担当者は、講習会の基本方針に基づいて、講習会を円滑に運営するための

中山となる者である。また、講師には教育内容の周知を、 l受講生には学習環境

への適応を支援し、講習の目的達成を促進する者である。

0最新の看護基礎教育の内容と方法および課題等について認識し、看護基礎教育

を発展させるための自己の考えを持っていることが望ましい。

0教育担当者は専任で 1名以上とすることが望ましい。なお、 eラ一二ングを活

用する揚合は、eラ一二ング関連業務の増加分を見込んだ人員の確保が必要であ

る。

2)講習会プログラムの企画・運営組織〔会議等〕

講習会の企商・運営・評価を円滑に進めるために、以下に準じる会議を設けることが

望ましい。
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[運営会議]

O企画、および運営を行うだめの会議であり、講習会責任者が開催する。この会議で

は、教育計画の策定や関係者の連携・調整を行い、最適な講習の方法や内容につい

て具体的に検討を行う。修了にあたっては企画・運営の評価も行う。

[講師会]

O講師に講習会の目的を周知し、受講生のレディネスに応じだ教育が行えるようにす

るだめに設けることが望ましい。具体的な目的と方法は、関催都道府県担当者、受

託先責任者、教育担当が協議して決定することが望ましい。

0全体的な講師会の他に、演習科目や教育実習など複数講師が指導する科目は、科目

毎に講師会を行うことが望ましい。講師会が実施できない揚合は調整に経くことが

望ましい。

【受講生の選抜に関する会議】

0受講生の選抜については、選抜に係る会議を設け、選抜の目的、規準、方法を決め

て実施する。構成員は各都道府県が定める。

[修了認定に係る会議】

0修了認定に係る規程を設けで行う。構成員は各都道府県が定めて実施する。

2.開催・運営の実際

1)講習会の企画

• (1)関催方法の工夫(担当:都道府県看護行政担当部署)

看護師等養成所の教育の質を担保するためには、新人等教員が専任教員養成講習

会を受講し、授業展開能力を始めとする教員としての能力を発揮していく必要があ

る。そのため、各都道府県は専任教員養成講習会を計画的に実施レ、教員としての

基礎的能力を備えた新人数員を育成する必要がある。

0看護師等養成所の数と規模などから都道府県が単独で開催することが図難な揚

合に、隣接する都道府県が協力して実施している例がある。

例: 隣接するA県とB県はそれぞれ4年に 1回開催している

o A県開催 → オ年空き → B県開催 → 1年空き → 繰り返す
O 両県の看護教員養成講習会未受講者はいすれかの開催県で受講が可能
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0講師の確保が困難である場合や、交通の利便性等専任教員養成講習会の開催に関

わる都道府県の実情を勘案し、 eラ一二ングの活用を検討する。

(2)当該年度の企画

受講生からみた「質の高い講習会」とは、多様性がある豊かな学習体験を遇して、

専任教員としての自己の能力の高まりが実感できる講習会である。そのため、専任

教員として必要な教育の内容と方法を中山にして、幅の広い学習経験ができるよう

に講習会の教育計画と運営を企画する必要がある。

①受講生の選抜

受講生の質の確保のため、選抜を行う。ただレ未受講者の受講を促進するため、

定数を確保するよう努める。

②教育計画

。専任教員養成講習会の教育内容に精通した看護教育関係者を、講習会の教育計画

立案に加えることが望ましい。

0講習会の目的・目標、期間、授業科目とその内容および担当講師、教育実習計画、

J受業進度表、評価計画等に関する事項を検討する。

. l'受業科目と内容は、実施要領およびガイドライン1I -2、 3および表3~5を参

照されたい。

-科目の配列は、ガイドライン仁教育内容の構造」を参考にして、受講生が学習

内容を関連づけて統合しながら学べるように計画する。関連する講義と演習は

実施時期を近接させて配列する。

.8ラ一二ングを活用する揚合は、活用する授業科目と科目ごとの受講期間を設定

する。

-講師は、当該科目に関する教育業績や研究業績を参照して選定する。

・演習科目は、受講生の思考を深めるために、複数の講師をおくことが望ましい。

③運営指針、受講生の指導指針として講習会教育規程を定める。

O講習会教育規程の内容

目的・定員・修業年娘・始期および終期・休業日・侵業時間.t受業科目と時間数・

受講資格・受講志願の手続き・受講生の選考・受講の手続き・受講の許可・欠席

の届け出・再試験・追試験・科目履修認定・講習会修了認定・修了証の媛与・受

講生事項の変更・証明書発行額・懲戒(受講の停止〉
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2)当該年度の講習会の運営

教育担当者は、教育規程および各種の規程に従って受講生の学習権の保障と教育内

容の充実をはかりながら、講習を効果的に運曽する責任を負う。

(1)受講生のレディネスを把握し、学習の構えを作るためのガイダンスを行う。

0講習会の意義、位置づけと教育計画の説明

0自立した成人学習者としての自覚を促す

0提携および利用可能な関連施設(図書館等〕の説明

(2)適宜、学習環境の調整を行う。

(3)援業内容、方法について講師と調整しながら学習を支援する。

(4)科目履修認定に関わる出席状況の把握を行う。

0各科目の掻業時間数の2/3以上の出席の確認

Oeラ一二ングを活用する揚合は、各受講生のコンテンツの視聴状況を確認

O出席時間数が不足した場合の指導(科目履修認定の考え方参照〕

注出席時間について

. 1科目を複数の講師がオムニバス形式で担当する揚合でも、その科目の全媛

業時間数の2/3以よの出席で履修を認定する。

・科目の時間と履修認定は、大学設置基準の単位、時間の考え方を採用する

ため、 1 科目の時間数は講義と演習は 15~30 時間、実習は 45 時間をひとつ

のまとまりとして単位換算する。

(5)受講生の健康に対する配慮

受講生の学習状況を把握し、受講生が自分を見失うことなく生活リズムを整えな

がら学習できるように相談・支援を行う。

(6) eラ一二ングを活用する揚合

eラ一二ング運営団体と、受講生の登録等の調整業務を行う。

まだ、演習に必要な講義を聴講し理解したうえで、演習を運営する際のマネジ

メントを行う必要がある。このだめ、 eラ一二ングを活用する揚合には、授業科目

のつながりを確保するため、集合研修を担当する講師に、関連する eラー二ング

適用科目の授業内容を理解してもらうだめに十分に説明を行う等、調整を図る必

要がある。

さらに、 eラ一二ングと集合研修を遊行して実施する揚合には、集合研修の際に

3
 
3
 



eラ一二ングの進捗状況等を確認し、視聴が進んでいない揚合には視聴を推奨する。

一方、 eラ一二ングが終了してから関連科目の集合研修が実施される湯合、集合

研修に入る前の期間は、憂講生は他の受講生との交流を持ちにくく、理論と実践

の連動をしにくい環境にあることから、その解決策として、多様な視点からの意

見交換の揚を持つ等、学習コミュ二ティの育成を支援することが必要である。

3)講習会教育担当者の能力

2)で示したように講習会を運営するために教育担当者には次の能力が求められる。

("1)教育計画立案能力

講習会の教育内容と配列は目的の達成に大きく影響する。現状の看護基礎教育

の批判的分析に加え、保健医療福祉と看護等の動向と看護基礎教育への社会的な

ニーズから講習会に必要な内容を設定するためには、専門分野各科目に関連した

最新の知見を持っていることが必要である。

0担当者が知っておくべき主な事項

-保健師朗産師看護師学校賛成所指定規則

.看護師等養成所の運営に関する指導要領

.看護師等養成所の運営に関する手引き

・看護基礎教育課程の教育内容の構造

・看護教育制度および日本の高等教育制度と関連法規

・看護及び看護基礎教育、医療に関わる検討会報告書

'8ラ一二ングを導入した看護師等養成所の専任教員養成講習会の実施方法に関す

る検討会報告書

・講習会の力リキュラムを編成するための知識

(2)学習支援能力

受講生は看護師等の実務を5年以上経験しているが、受講するにあたってのレ

ディネスは多様である。実務経験の観点からは、実習指導者の経験や看護教員と

して 1~数年の勤務経験がある者が混在すること、受講動機の観点からは、自分

の意思による受講、上司等の示唆、職務上の命令などにより受講する者が混在す

ることである。このような受講開始時のレディネスが受講生のモチベーションに

影響することを意識して、支援を行う必要がある。

また、受講生は看護職員としての責任を果たしてきでいるが、講習会ではこれ

までの自己の仕事や考え方を客観化し批判的に分析する機会が多くなるため、自

己像が揺らぎ自尊感情が怪下することがある。受講生のそうした悩みを受け止め
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つつ、受講生自身が自己をマネージメントできるように関わる必要がある。

担当者は、受講生が自尊感情を保ちつつ、自己の受講目的の調整を計って学習

計画を立て、能力や個性を最大限に発揮しうるように支援するカウンセリングマ

インドと、ガイダンス機能を発揮することが必要となる。

さらに、講習会では演習に力点を置き、アサーテイブに自己表現レ、協働学習

を遇して学i5iスキルを身につけ、自他ともに成長することを目指す。受講生が自

立した成入学習者としての学習のマネージメントスキルを取得すると同時に、協

働学習のグループダイナミックスが個人の学習をち促進することを理解できるよ

うに支援する必要がある。

0担当者が知っておくべき事

アンドラゴジー(注参照〉の学習支援概念

(3)講師を選定し調整する能力

講師の教育内容〈目的〉の理解と適切な教育方法の選択が受講生の学習を促進

する。そのため、依頼にあだっては講習会の意義・位置位け・理怠の理解を図るこ

とが重要であり、講義シラパスを求めるなどして調整を図る。開講後は講義資料と

シラパスの内容の一貫性や、講師自身の援業リフレクションなどから、講師と協働

して内容・方法の調整を行うことが望ましい。

0担当者が知っておくべき事

講習会の各授業科目の教育内容に関わる最新の知識、授業内容の構造化の方法

(4)状況分析能力と問題解決能力〔受講生に苅してのロールモデル行動となる〉

講習会を運営していく過程で問題が生じた傷合や、学習促進のための環境調整に

ついては、講習会の目的から事態を分析するとともに、受講生の利益・不利益を考

慮し、運営組織内で調整して解決を図る。

0担当者が知っておくべき事

教育、指導に関わる倫理

4)講習会において講師に期待するちの (担当者が講師に説明する〉

教育担当者は、講習会の講師に求められる能力を理解し、講師の選定や教育内容・

方法の調整に活かし、講習を意味あるものにする責任がある。次に挙げる講師の能力

等を、講習会の意義、位置付けなどに含めて講師に説明し、理解を求めるものとする。
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(I)看護基礎教育制度の中で、看護師等養成所が担う役割の理解

看護締等の免許は議成機関に関わらず一本化されている。従って看護学生の卒業

時の能力は、どの養成機関で教育を受けたとしてち基本的な部分は同等であるとい

う見地に立って、看護師等養成所の専任教員を目指す受講生と看護基礎教育につい

て協働的に学ぶという姿勢を持つことが必要である。

(2)アンドラゴジ一概怠の理解に基づいた講義・演習の指導能力

演習では受講生の経験知を論理的に裏惜けていくように指導するために、司能な

限り1グループをT人の講師が担当レ、協働して学習の成果をあげていくように指

導する。さらに、受講生個々人の学習マネージメツト能力を評価し、個別に学習支

援をする力量が必要である。

(3)受講生の目標達成を評価する能力

担当科目のB的・目標、教育内容、指導計画、評価計画を、一貫性をもって受

講生に提示し、目標達成を支援する必要がある。

また、講義、演習を遇して専任教員としての能力を獲得できたか、受講生の自

己評価と照合しながら双方向的に評価することが望ましい。

(4)盟業評価と講習会の課題分析

受講生への指導過程および受講生の白襟達成と課題認識を踏まえた自己の援業

実践の分析から、当該科目の教育内容・方法を検討し、講習会のカリキュラムの

改善に貢献することを期待したい。

3.修了認定の考え方

講習会受講者は教員として能力を発揮することを求められる。そのため、出席時間だけ

で受講の修了を認めるのではなく、受講生自らわ九各科目の学修をとおして専任教員とし

ての基礎的能力を獲得できだという認識をもって講習会を修了することが重要である。

i)科目履修認定の考え方

目標に向かつて計画的に学習し、結果の自己評価を通して新だな学習課題への取り

紹みをマネージメン卜するという学習姿勢を形成するために、科目毎に評価を行う。

科目の評価は次の通りとする。

(i)出席時間数が当該科目授業時間叡の2/3以上であることを要件とする。

ただし、欠席の事由を考慮の上、課題等で学習内容を補充し、出席時間数の一部
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にかえることができるものとする。

老慮する欠席事由の範囲は社会遇怠から都道府県が決め、個々の事由毎に適用

を検討する。

(2)科目目標に準拠して受講生個人の学修結果を評価し、科目履修認定を行う。

科目履修認定の評価基準は次の通りとし、 C以上をもって当該科目を履修した

ものとする。

A 目標は十分達成している

B 目標は達成している

C 目標は一応達成している力Y努力を要する

D 目標は達成していない

(3) eラ一二ングを活用する科目については、単位認定までを eラ一二ング運営

団体が行うので、その結果を確認する。

(4)専任教員講習会で一部単位を取得レ、何らかの都合で別の実施主体で他の単

位を取得する状況になった場合は、申請にちとづき単位認定を行うことができ

るが、次の点に留意する。

O教育内容が深く連関する講義科目と演習科目については、学習刻果の観点か

ら周一講習会で単位を取得することが望ましい。

0一部科目の単位を取得した後、相当の期間が過ぎている揚合は、当該単位科

目の教育内容の理解を評価レ、認定の可否を判断する。

(5)本講習会は単位制とし、大学等で取得した単位の互換を認めるものとする。

大学等に進学する揚合に単位の認定・履修免除の申請を行うことができるよう

に配慮する。

0大学等で取得した単位の認定については、講習会の基礎分野「看護教育の基

盤Jrその他」の内容と同等の内容であると見なすことができる科目を大学・

大学院等で履修し単位を取得している揚合は、「看護教育の基盤Jrその他」
に設定しだ科目の履修を免除できるものとする。

2)修了認定

(1)全ての授業科目の履修認定を受けていること。

(2)専任教員養成講習会は厚生治働省が認定する都道府県の事業であることから、

修了認定は開催都道府県の知事とする。
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(3)なお、 eラ一二ングを活用する科目については、運営団体からの単位認定の情

報を確認すること。

j主 アツド弓ゴジーとしての教育

マル力ム・ノールズが提唱した概怠であり、中核概怠は「おとなは自己決定的で

ある」ということである。ノールズはこの前提に含まれる意味を5点あげている。

O学習の雰囲気は，自分は受容され尊重され支持されているのだとおとなに感じさ

せるべきであり、「教師と学生のあいだに共同探求者としての相E性の精神」が

害在するべきである。

0学習ニーズの自己診断プロセスに学習者がかかわることを霊視すべきである。

0学習者は、教師から学習の進め方や学習内容に関する情報を受けながら、自分自

身の学習を計画するプロセスにか力わるべきである。

0教育・学習のプロセスは、学習と教師の共同責任であり、「教師」は数擾者とい

うよりはむしろ情報提供者や学習のつなぎ役になる。

0学習者は、自分たちの進行の証拠を自分たちで得る手筋けを教師にしてちらい

ながら、自己評価を行うべきである。

出典より『おとなにとっては、ほかのおとなに判断されることほど自分が子

どちであると感じることはない。それは、ほかの人に判断される揚

合に経験するように、尊重していなし1ことと依君子していることとい

1 う究極のサインになるからである。』

出典・『成人教育の現代的実践 ペダゴジーからアンドラゴジ ヘ』

マルカム・ノールズ著、拐事喜夫、三輪健二監訳.鳳書房、 2002

N 講習計画、運営の評価

講習終了時に講習計画・運営について評価を行い、次回の開催時に活かすことが必要

である。講習会の目的は、まず修了時に専任教員としての基本的な能力を獲得することで

あるが、受講した経験を活かし、自立しだ教員として実務において能力を発展させていく

ことがでさることも目指している。そのような講習が実施できているかどうかを評価し、

講習会の内容・方法を充実させていくために、受講生の講習修了時の能力の獲得のみなら

ず、学習体験の質、学習環境の質ち評価する。また、実務に就いてからの能力の発展を遺

跡評価し、講習会の企画・運営の評価の資料とすることも必要であろう。
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1 .講習終了時の評価

講習終了時の評価は、講習の評価として研修プログラムの妥当性や適切性を確認し、講

習会の目的の達成度を判断するちのである。基本的には講習に関わる全ての人が評価対象

になる。

1)目的、目標、内容、方法、講師、教材の適切さ、講習の開催期間、時間、場所、

経費の適切さなどの講習の企画・運営の評価

2)養成講習会の到達目標の達成度の評価

3)講習会受講者の達成感や満足度の評価

4) eラ一二ングを活用した揚合、活用科目や受講期間の設定等の評価

|活用可能な資料の側

-講師の講義九演習の指導計画とその評価

.受講生による授業評価

・受講生による能力評価(講習会修了時〉

-受講生による学習環境評価と学習環境調整に係る資料

.講習会担当者による講習会計画と運営方法の評価

-講習会計画の変更・調整に係る資料、受講生の指導に係る資料

.行政担当者または講習会事務担当者による予算執行に係る資料

2.実践の湯における受講結果の事後評価

必要に応じて講習会修了者の教育実践状況を把握し、その結果を企画・運営に反映さ

せることが望ましい。
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第2部教務主任養成講習会

1.教務主任養成にlおける基本的な考え方

1 .教務主任養成の意義

グローバル化する社会における生活二一ズの多様化、保健医療福祉システムの複雑化の

中で、人々の健康への要請が高まっている。社会的要請に応える上で、看護臓の役割拡大

が求められ、質の高い看護ケアが提供できる看護識の育成に苅する国民の期待は大きい。

看護職育成の基盤である看護基礎教育おいて、看護教員は、基礎となる教育内容を精選

し、教育方j去を駆使しながら系統的に教慢し、力リキj_ラムを運営している。それぞれの

教育機関が自らの教育理怠にもとづいて教育機能を発揮する上では、力リキュラム運営を

担う教務主任の役割機能が要である。運営においては、学生の多様化、保健医療環境の変

化に伴う臨地実習を行う学習環境の確保・整備の困難などから派生する様々な課題の解決

が求められる。

したがって、教務主任には、リーダーとして教育事象に潜む課題を分析し、課題解決を

図るために看護教員を組織化し、協働連携して創造的に学校を管理・経営する能力が求め

られる。

そこで、看護師等養成所において看護教育を推進する上で、指導的役割を果たすために

必要な能力を開発する教育課程として、教務主任養成講習会を設けるものである。質の高

い教侵活動を組織化できる看護教員リーダーを養成することは、看護教育の質の向上につ

ながり、ひいては質の高い看護ケアに対する社会的要請に応えることになる。

2.教務主任養成の位置づけ

教務主任養成は、看護職の基盤である「看護基礎教育」修了後に免許を得て臨床で看護

職としての一定期間業務に従事したよで、 「看護教員賛成」で看護教員としての基礎的能

力を倍い、それにもとづく看護教育の経験を持つ看護臓が履修するものである。教務主任

賛成の教育課程は、自らの看護教育の実践内容を理論で検証する学問的追究を教育内容と

しており、大学院に相当する課程であるといえる。

3.教務主任養成の理怠

教務主任養成の主眼は、 「看護教育における指導的役割を果たす能力」を育成すること

である。そのためには高度な看護教育実践力、広い視野と批判的思考能力、創造力を養う
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必要がある。このような教務主任を育成する疋めには、理論から実践へという従来の考え

方から脱して、看護経験に基づいた理論形成過程を踏む教育を行う。

4.教務主任養成における基本方針

n教務主任に求められるもの
0教務主任は、教育の本質、看護実践と、その刻果的な教育方法およびそれを基盤とした

教育課程の編成等の教育に関する基礎的能力を身につけていることが必要である。それに

指導者として必要な看護教育に関する専門的知識の学習を加え、これからの看護教育の動

向を予測しながら、新たな看護教育活動を創造する能力を養う。かつ学生、看護教員の教

育、関係者の調整・管理に必要な学習をし、円滑に学校運営ができる能力を養う。

0看護教育の実質的な向上のだめには、学校組織における高度な意志決定を教務主任が担

えるようになることが重要である。そのためには、単に学校経営に関する知識を持つこと

だけではなく、実践的に運営できる力、特に意思決定力を身につける必要がある。

2)本ガイドライツの活用仁関する考え方

0教務主任の教育方法においては、看護教育実践の経験、看護学教育の事象を分析し、そ

の問題を的確に捉え、新たな看護教育活動を創り出す方法をとる。

0時代や社会の動向に苅応した看護実践力に裏位けられた教務主任の養成のためには、教

育課程を常に検討していく必要がある。

0教務主任養成の運用に闘しては、受講生が目的を達成するための企画・実施を行い、受

講生の達成度、満足度からプログラムを評価し、次のプログラム企画に反映する。

E 教務主任養成における教育課程

1 .教育目的・目標の考え方

教務主任には、教育事象に潜む課題を分析し、その解決を図るために看護教員を組織化

し、協働連携して創造的に学校を管理・経営する能力が求められる。そのために1)看護

学教育について専門的知識を学び、看護学教育にこれを適用する能力、 2)教育機関にお

ける管理運営に関する概念を理解し、教育効果を高める能力、 3)看護学教育上の問題の
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分析を行い、それに必要な解決方法を見いだし実践する能刀が必要である。これらの能力

は、実践をとおして教育の揚で統合されるものである。

したがって、以下の巴的・目標を位置づける。

1)教育目的

看護学教育における教育課程の管理能力および教員に対する指導力を養い、学校運営を

推進する能力を啓発する。

2)教育目標

(1)看護学教育について専門的知識を学び、看護学教育にこれを適用する能力を啓

発する。

(2)毅育機関における管理運営に闘する概怠を理解し、教育効果を高める能力を啓

発する。

(3)看護学教育上の問題の分析を行い、それに必要な解決方法を見いだし実践する

能力を啓発する。

2.教育課程の構造 (図3:43ページ〉

1)専門分野の考え方

看護教育の管理者として必要な内容で構成する。

①教員に対する指導力を重量うための内容

②教育課程の管浬能力を養うための内容

③学校運営の推進力を養うための内容

④看護教育上の問題を分析し、総合的な判断力を養うための内容

2)専門分野の教育内容の考え方

教育内容の構造は、看護教育の管理者として必要な内容を中核に科目を構成する。

CI教員に対する指導力を養うための内容

「看護学教育方法論J I看護学教育方法演習J I看護学教育評価論J I看護学教育評価

演習」をおく。 I看護学教育方法演習」は、看護学教育において教育方法の質を高めるた

め、具体的な方法を教員に指導でさることをねらいとして設定する。 I看護学教育評価演

習」は、看護学評価の問題点を改善する者え万や評価方法を追究し、妥当性と信頼性のあ

る評価が実践できるようにするために設定する。

②教育課程の管理能力を養うだめの内容

「看護学教育課程開発J I看護学教育課程開発演習」をおく。 I看護学教育課程開発」
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は、看護学校教育課程の動向を理解し、看護学教育課程のあり方及び開発の方法を学ぶた

めに設ける。 r看護学教育課程開発演習」は、理論を踏まえ、看護学教育のあり方を追究

しながら、社会の変化、学習者の変化に対応した看護学教育課程の開発の考え方を深める

ために設定する。

③学校運営の推進力を養うだめの内容

「看護学校経営Jr看護学校経営演習」をおく。 r看護学校経営Jr看護学校経営演習」

は、学校経営の理論を基礎に看護学校経営のあり方を考察し、教育実践への適用能力を高

めるために設定する。

@看護教育上の問題を分析し、総合的な判断力を養うための内容

「看護学教育開発演習」をおく。 r看護学教育開発演習」は、看護教育上の問題を分析

し、解決する力を養うために、自らの教育事象を分析し、課題解決を図ることをねらいと

して設定する。

そして、これらの内容の基盤となる看護学の内容に「領域別看護論」がある。自らの専

門領域だけでなく、各看護領域の現状と課題及び展望を把握し、看護学全体が捉えられる

ように設定する。

3)授業内容の配列に関する考え方

受講生の教育課程の管理能力を養うためには、看護学教育課程開発演習がある程度終了

した後、看護学教育方法演習、看護学教育評価演習を行うことが、教育課程の全体の理解

につながり、効果的である。また「教育課程の管理能力を養うための内容J r教員に対す

る指導力を護うための内容」を理解した上で、看護学校経営演習で、教育現状の分析を行

い、実践可能な解決方法を考えることによって、学校運嘗の推進力が養われる。

看護学教育開発演習は、上記の内容と平行しながら、最終的に自己の課題解決が図れる

能力が身につくよう配列することが望ましい。 ¥ 

4)教育方法の工夫

教員の資質として、主体的に学習する姿勢を基盤に持ち、自らの考えに確かな根拠を持

つことが重要である。そのために、単に新しい知識を教授することだけではなく、自らが

教育の意味や看護の専門性を深く探求していけるように、演習形態の浸業を多く設定する。

5)単位・時間数の考え方

単位・時間数の考え方は、大学設置基準の者え万に準ずる。
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a 

教員に刻する指導力を養うための内容

「看護学教育方法論」

「看護学教育方法演習」

←一ー 「看護学教育評価論」

学校経営の推進力を蓑うだめの内容 「看護学教育評価演習」 「領域別

看護論」

「看護学校経嘗」

「看護学校経営演習」

トーー 教育課程の管理能力を養うための内容

主
「看護i重学教育課程開発」
「看学教育課程開発演習」

看護教育上の問題を分析レ、総合的な判断力を養うだめの内容

「看護学教育開発演習」

図3 教育課程の構造



E 教務主任養成講習会における運営の考え方

看護師等養成所の教育の質を担保するためには、教務主任およびその予定者が、最新の

看護学教育の動向を踏まえて教育内容を刷新する能力を備えることが重要である。

現在は、看護教員養成講習会修了後に看護師等養成所の管理・運営について系統的な研

修を受けることなく重責を担っている教務主任もいる。そのため、教務主任の任に育る者

は速やかに、予定者は計画的に教務主任養成講習会を受講することが望ましい。

1 .運営するための組織体制

第1部専任教員養成講習会 m r運営の考え方」に準じる。

2.開催・運営の実際

1)講習会の企画

(1)開催の工夫(担当・都道府県看護行政担当部署〉

0教務主任養成講習会を都道府県単位で開催するには該当者は少ないことが考えられ

るため、複数の都道府県で協力して開催するなど工夫が必要である。開催方法の工夫

については、第1部専任教員養成講習会Eの「開催の工夫」を参照のこと。

0講習会の期間は、次の①~③に留意して設定する。

①1I-2-3)に述べたように、内容の配列と進度を考慮して浸業科目を漸次開講し、

前提となる教育内容に基づいた演習ができるようすること。

②前提となる教育内容を含む科目と演習の期聞が空いてしまうことや、複数年仁渡

る履修は、学修した内容を統合して教務主任としての能力を形成する観点から配

慮を要する。

③本講習会では、演習科目を多く設定している。演習は、各受講生が事前学習をし

て臨む必要がある。ま疋、演習後にも思考を深める時闘が必要である。そのため、

十分な自己学習活動ができるように配慮する。

(*演習の意義は1I-2-4)ー (1)を参照。〉

(2)当該年度の講習会の企画

第1昔日専任教員養成講習会に準じるちのとし、一部事項について留意点を挙げる。

O講習会の目的・目標、期間、浸業科目とその内容および担当講師、教育実習計画、

授業進度表、評価計画に関する事項を検討する。
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-講師の選択(留意事項)

この講習会では、既に看護師等の養成を経験している者が、自らの教育実践およ

び看護基礎教育に関わる教育事象、研究成果を批判的に検討して学習を進めていく。

そのだめ大学院相当の演習を指導できる講師を選択する!必要がある。

2)当該年度の講習会の運営 (主として教育担当者が行う)

第T部専任教員養成講習会 ill-2-2) Iこ準じる。

3)講習会教育担当者の能力

第1部専任教員養成講習会 ill-2-3)に準じるものとし、一部追加事項を挙げる。

(i)教育計画立案能力

0担当者が把握しておくべきこと (教務主任賛成のだめの追加事項〕

-教務主任の業務の実態

・看護学校管理・経営に関する最新の考え方

4)講習会における講師に期待するもの (講習会担当者が講師に説明する〉

専任教員賛成講習会 ill-2-4)に準じるちのとし、教務主任養成講習会において強調し

たい内容を挙げる。

(i) 看護都議成所等の管理・運営を担う教務主任に必要な能力の理解

教務主任が看護師等賛成所の教育の改善向上を図るためには、「広い視野と批判的思考能

力JI創造力JI実践知から理論への転換能力」が必要であることを講師は理解し、講義内

容、方法を構想する!必要がある。

(2)アンドラゴジ一概念の理解に基づいた講義・演習の指導能力

演習は受講生の経験知を論理的に裏{すけていくように指導するだめに、可能な限り1グ

ループを1人の講師が担当し、受講生と協働して学習の成果をあげていくように指導する。

また、個々人の学習マネージメント能力を評価しながら、経験知を学問的な理解に深めて

いけるように学習を支援する能力必要である。

一ー一一一一帯-3:-1修了認定百害支方一弘一←一一ー一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一

第1部専任教員養成講習会 ill-3に準じるものとし、一部追加事項を挙げる。

0教務主任養成講習会で一部単位を取得し、何らかの都合で別の実施主体で他の単位
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を取得する状況になった揚合は、申請にちとづき単位認定を行うことができるが、次の点

に留意する。

①教育悶容が深く連関する講義科目と演習科目については、学習効果の観点から司ー講

習会で単位を取得することが望ましい。

②一部科目の単位を取得した後、相当の期闘が過ぎている揚合は、当該単位科目の教育

内容の理解を評価し、認定の司否を判断することが望ましい。

4.大学院等との単位の互換

本講習会は単位制とし、大学院等に進学する揚合に単位の認定・履修免除の申請を行う

ことができるように配慮する。

看護学教育専攻等をおく大学院が増えてきていることから、受講者から単位認定申請が

合つだ揚合は、慎重に審査する。

N 講習計画、運営の評価

第7部専任教員養成講習会 Nに準じる。
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